
資料解説 ･目録

木下広次関係資料

『木下広次関係資料』(以下｢木下資料｣と表記)

は､京都帝国大学の初代総長を務めていた木下広

次が所蔵していた様々な文書類であり､木下家の

ご厚意によってはじめは 『京都大学百年史』編纂

のために百年史編集史料室に､同書編纂終了後は

引き続き大学文書館に寄託されているものであ

る｡大学文書館では､2004年6月1日から30日ま

で企画展 ｢創立期の京都大学 一初代総長木下広

次を中心に-｣で木下資料を使用した展示を行い､

次いで9月1日から木下資料の公開を開始した｡

本稿では､木下資料の目録を掲載して閲覧の僕に

供するとともに､資料についての理解を深める手

がかりとして簡単な解説を付すことにする｡

[解説]

1 木下広次について

木下広次は､嘉永4(1851)年 1月25日､熊本

藩儒木下犀津の子として熊本に生まれた｡以後の

木下の主要な履歴は以下のとおりである｡

明治3年 11月 熊本藩貢進生として大学南校

入学

1875年 8月 フランス留学に出発

1875年11月 パリ法科大学入学

1879年11月 同上卒業､法律学士の学位受領

1882年 3月 文部省御用掛

1883年 5月 東京大学法学部教授 (1886年3
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月より帝国大学法科大学教授)

1888年 8月 第一高等中学校教頭兼法科大学

教授

1889年 5月

1891年 8月

1891年 12月

1893年 6月

1897年 6月

1910年 8月

法科大学教授兼第-高等中学校長

第一高等中学校長兼法科大学教授

貴族院議員 (～1910年8月)

文部省専門学務局長

京都帝国大学総長(～1907年6月)

死去

木下については､これまでに寺崎昌男(1)､冨岡

勝(2)､大久保泰甫(3)などの研究がある｡これらの研

究は､主に木下の教育者としての名を高からしめ

た第一高等中学校時代の寄宿舎における ｢自治｣

や､それ以前の木下の留学時代を分析対象として

いるものであり､彼の後半生にあたる文部省時代､

京都帝国大学時代についての研究はまだほとんど

行われていないと言ってもよい｡

木下が第一高等中学校から､高等教育 ･専門教

育を管掌する文部省専門学務局長に転じたのは上

記のように1893年6月だった｡当時の内閣は第二

次伊藤博文内閣であり､同年3月からは文部大臣

に法制官僚として知られていた井上毅が就任して

いた｡井上は､熊本で木下の父犀津の弟子であっ

たし､また木下とは親戚関係にあった｡その井上

の招きで局長に就任したのは間違いないであろ

う｡ 周知のように井上は文相時代に実業教育振興

をはじめとした広範囲の教育改革を行おうとして
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おり(4)､木下にもその一翼を担うことを期待した

のであろう｡

井上は病のため1894年8月に文相を辞職する

が(翌年3月死去)､木下は専門学務局長の地位に

留まり日清戦争後の教育政策にあたった｡高等教

育･専門教育の分野における当時の大きな課題は､

二校目の帝国大学の創設であり､木下はその動き

を主導する位置にいた(5)｡新設された京都帝国大

学の総長にそのまま就任したことから考えても､

木下が京大創立の実質的な中心であったと断言し

てよいであろう｡

木下は､1907年6月に辞職するまで､ちょうど

10年京大総長に在職していた｡理工科大学のみで

始まった京都帝国大学は､この間に法科大学､医

科大学､そして文科大学を設置し､在学者数も初

年度の47名から1400名を超えるまでに至るなど

文字どおり総合大学への成長を遂げていった｡創

立期の京大は､学生の自主性を重んじた通則を制

定したり､法科大学の演習制度に代表されるよう

な個性的な教育システムや､学歴にとらわれない

人材登用などを行っていたとよく言われるが(6)､

こうした個々の施策と木下が具体的にどのように

関わっていたかは必ずしも明らかではない｡しか

し､式辞等では木下は繰り返し学生を｢大人君子｣

として遇すると学生の監督に ｢詳細ノ規定ヲ設ケ

サル所以｣を述べているし(7)､1906年に法科大学

助教授に就任した佐々木惣一の回想では東大と比

較して ｢こちらでは､学問というものを､本当の

学問というものを研究するという風を立てる積

り｣と木下が｢非常に得意な口調でお話になった｣

とあり(8)､少なくとも大きな方針として木下が東

京帝国大学とは異なる独自の ｢学風｣を京大で作

り上げようと考えていたことは間違いない｡

なお､木下の総長退任については､病気のため

という説の他に､法科大学長の選出をめぐり文部

省と法科大学の間に立って責任を取ったためだと

いう説がある｡1907年､法科大学長だった織田寓

が辞職し､後任の学長候補者を教授会の互選で井

上密と決定し､大学自治に積極的だった木下はそ

れに賛成して文部省と対立して辞職したというの

である｡この説を最初に唱えたのは滝川幸辰かと

思われる(9)｡しかし､以前拙稿(10)でも少し触れたよ

うに､滝川がここで根拠としている ｢古い資料｣

とは戦後に編まれた『京都大学概覧』(ll)と思われ､

当時の一次史料はまだ発見されていない｡今回の

木下資料にもそのような資料は見あたらず､筆者

としてはこの説については留保を付すべきだと考

えている｡

2 木下広次関係資料について

今回公開を開始した木下資料の総点数は1,083

点､すべて紙に書かれたいわゆる文書で､それら

は書類 (582点)と書簡 (501点)とに大別される｡

書類は､その内容から､王京大関係､ⅠⅠ京大以外

の教育一般関係､王ⅠⅠ木下が副会長を務めていた大

日本武徳会関係､ⅠⅤ貴族院関係､Ⅴ木下家の家政

関係､ⅤⅠその他､に分類される｡ 目録においては

それぞれの分類ごとに一点ずつ番号を付してい

る｡書簡は､国文学者の池辺 (小中村)義象 (27

逮)､井上毅 (21通)､文部官僚でのち京大総長に

もなった沢柳政太郎 (11通)など合計319名から

の木下宛書簡と､39通の第三者間書簡｡宛先不明

書簡から成っている｡

資料の作成年代は､ほとんどが木下の文部省専

門学務局長就任後であり､それ以前のものは数え

るほどしかない｡つまりこれまで木下研究で注目

されてきたフランス留学時代や第-高等中学校時

代の資料は木下資料にほとんど含まれていないこ

とになるが､その原因は不明である｡

これまで､木下資料のうち 『京都大学百年史』

に25点翻刻されている(12)が､それ以外の資料は

今回初めて公開されるものである｡木下資料は､

創立期の京大はもちろん､大きな変動期にあった

井上毅文相時代の文部行政の様子をよく示してい
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る｡ 以下､木下資料を手がかりとして研究を深め

ることが可能と思われる論点をuくつか提示して

みる｡

まず第-には､京大創立の経緯についてである｡

文部省内で京大創立に向けた具体的な動きが始ま

るのは日清戦争後であるが､従来その経緯につい

ての一次史料はほとんど存在していなかったO木

下資料においては､Ⅰ-63､I-64､Ⅰ-69､ト101､

Ⅰ-102､Ⅰ-103など当時作成された文書のほか､

i-121は後日にまとめられた創立の経緯が記さ

れており､少しずつ創立の経緯が明らかになって

きている｡特にト102は計画案の変遷が読み取れ

て興味深い｡

第二は創立直後の京大における諸種の大学につ

いての構想である.例えば､i-31､ト32などは

いわゆる大学自治に関係する意見書であるし､i

-46､144-2などは法科大学の規程改正をめぐるや

りとりが記されている｡ またドイツ大学風の文科

大学を構想した谷本富の意見書 (Ⅰ-39)も当時の

大学観が看取できるものと言えよう｡

第三は木下の教育観である｡木下資料にはⅠ-4､

Ⅰ-11をはじめとして入学宣誓式､卒業式や運動

会などにおける木下の式辞が数多 く残されてい

る｡ そこでは前述のように学生を ｢大人君子｣と

して遇すると繰り返し宣言する一万､時にはイギ

リスの大学の例を引きながら学生たちに潔癖､廉

恥､正直といった徳性の歯糞を強く求め､他校の

模範となるよう説いた｡欧米の教育思想に影響を

受けた自治制の導入と近世以来の武士道倫理との

併存と語られる第一高等中学校時代の教育観(13)

の延長線上に京大総長就任後の木下もあったと言

うことができる｡

第四は､井上文政期の高等教育改革についてで

ある｡特に1894年の高等学校令改正およびそれと

関係する第三高等学校の位置づげには木下は深く

関わっていたはずで､関係する資料が何点か存在

している (Ⅰト54-Ⅰト63､井上毅からの書簡にも

関係する記述が若干見られる)｡これらは梧陰文庫

に頼っていた従来の研究(14)に新たな視点を提供

する可能性が高いものである｡

第五は､木下を取りまく熊本人脈である｡出身

藩意識の強かった当時､帝国大学総長まで登り詰

めた木下は熊本人脈の中心の一つだったであろ

う｡子弟の教育や､自らの就職斡旋依頼をはじめ､

多くの書簡が熊本出身者から送られている(15)0

これらは木下資料の示す膨大な事象のうちのご

く僅かに過ぎない｡今後資料の分析を進めること

によって､様々な事実が明らかになっていくこと

が期待される｡

(京都大学大学文書館助教授 西山 伸)

[註コ

(1) ｢自治案制度成立史論 -とくに木下広次とそ

の二演説をめぐって｣『旧制高等学校史研究』第15
号､1978年｡

(2) ｢旧制高校における寄宿舎と｢校友会｣の形

成 一木下広次 (一高校長)を中心に-｣『京都大
学教育学部紀要』第40号､1994年｡

また､冨岡は｢京都帝国大学における寄宿舎｢自

治｣の成立とその変化｣『日本の教育史学』第38号､
1995年､および ｢学生団体 ｢自薦会｣による京都

帝国大学の校風改革運動｣『京都大学大学文書館研
究紀要』第2号､2004年､においては木下の教育

方針と密接な関係を持つ京大創立直後の寄宿舎と

学生団体を分析している｡

(3) ｢明治初期､パリ大学法学部日本人学生の留学

記録 (-) 一司法省法学校生徒を中心として-｣

『東京大学史紀要』第16号､1998年｡この論文は､

木下を中心に取り上げているものではないが､木

下も含めたフランスへの留学生の留学に至る経緯

や当時のパリ大学における教育課程などについて

詳述している｡

(4) 海後宗臣編 『井上毅の教育政策』東京大学出版

会､1968年｡
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(5) 木下は､牧野伸顕 (文部次官)･永井久一郎 (会

計課長)･折田彦市 (第三高等学校長)とともに新

設大学の創立委員に任命されていたという｡｢京都

大学創立ノ事情｣京都大学百年史編集委員会編『京

都大学百年史』資料編二､2000年､124ページ､参

照｡

(6)例えば､京都大学百年史編集委員会編『京都大

学百年史』総説編､1998年､潮木守一『京都帝国
大学の挑戦』講談社､1997年｡

(7) 1899年度卒業証書授与式における木下の式

辞｡前掲『京都大学百年史』資料編二､934ページ｡

(8) 1947年に催された京大創立五十周年における

名誉教授の懐古談話会にて｡｢京都帝国大学創立五

十周年懐古談話会記録｣『京都大学大学文書館研究

紀要』第1号､2002年､64ページ｡

(9) 滝川幸辰『激流』河出書房新社､1963年､69ペー

ジ｡

(10) ｢資料 明治四十一年京大総長問題岡田良平退

職顛末書｣『東京大学史紀要』第14号､1996年｡
(ll) 京都大学事務局編､1947年｡なお､前掲『京都

大学百年史』総説編､176ページ､に関係部分の引

用がある｡

(12) 前掲 『京都大学百年史』資料編二｡

(13) 前掲｢自治案制度成立史論 -とくに木下広次

とそのこ演説をめぐって-｣｡

(14)前掲 『井上毅の教育政策』｡

(15) 井上毅､池辺義象をはじめ､浮田和民､狩野直

音､清浦杢吾､岡松参太郎など｡

[目録の見方]

1 全体を書類と書簡に分けている｡

2 書類は内容別に京都大学関係(分類Ⅰ)､京都大学

を除く教育関係 (ⅠⅠ)､武徳会関 係 (ⅠⅠⅠ)､貴族院

関係 (Ⅳ)､木下家の家政関係 (Ⅴ)､その他 (Ⅵ)

に分け､それぞれの分類の中で原則として資料の作

成年代順に番号を付している｡

3 書簡は､原則として木下広次宛書簡 (うち差出人

の姓が明らかなものは分類1-236､不明のものは

301-319､第三者間書簡(401-422)､不明書簡(501)

に分け､それぞれの分類の中で差出人の五十音順に

並べた上､同一差出人の中で年代順に番号を付し

た ｡

4 資料番号を付した後に判明した事項も付加して

いるので､上記の原則通りに分類されていない場合

もある｡

5 年は西暦で表記している｡

6 年月日の次の項目に｢*｣が付してあるのは､資

料中には明らかな年代の表示がなく､消印や内容か

ら目録作成者が年月日を推定したことを意味して

いる｡

7 書類の資料名に 〔 〕が付してあるのは､資料

中に明らかな表示がなく､内容から目録作成者が資

料名を記入したことを意味している｡

8 ｢ファイル｣とあるのはマイクロフィルムの紙焼

きを綴じたファイルのことを指す｡
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[目録〕

木下広次関係資料 (書類)

ファイル1

資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 I 1 1898 3 学生月費調査

木下 Ⅰ 2 1898 7 三十一年七月特待生選定得点表

木下 Ⅰ 3 1898 9 13 卒業生無試験入学之義こ付願 同志社校長横井時雄

木下 Ⅰ 4 1898 9 13 明治三十一年九月十三日宣誓式ニ於テ木下総長ノ告辞

木下 Ⅰ 5 1899 4 3 〔学生の素行資料〕 土木工学科 .機械工学科

木下 Ⅰ 6 1899 7 3 〔改訂条約実施に関する詔勅捧読､文相訓令朗読〕

木下 Ⅰ 7 1899 7 3 改訂条約実施ニ就テ

木下 i 8 1899 9 13 〔宣誓式記録〕

木下 Ⅰ 9 1899 12 8 京都帝国大学ニ薬学科附設ノ儀こ付建議 平山松次など11名

木下 I 10 1899 明治三十二年京都帝国大学医科大学医院機械図書標本費及実験費

木下 Ⅰ ll 1900 2 5 京都帝国大学第二回陸上競技運動会ノ執行ニ関スル本旨及方針ニ付木下京都帝国大学総長ノ演説

木下 Ⅰ 12 1900 3 5 運動会こ関シ木下総長ノ告諭

木下 Ⅰ 13 1900 4 3 京都帝国大学第二回陸上競技運動会ノ執行後選手慰労茶話会ノ席上こ於ケル木下運動会長ノ演説

木下 Ⅰ 14 1900 5 ll 帝国大学舎監ノ名称及待遇ニ付建議 (寡) 東大 .京大総長

木下 Ⅰ 15 1900 6 服制調査委員会結末報告 石川-など7名

木下 Ⅰ 16 1900 6 辛 〔第 1回卒業証書授与式における式辞草稿〕

木下 Ⅰ 17 1900 6 ■ 〔第 1回卒業証書授与式における式辞草稿〕

木下 I 18 1900 6 ■ 〔第 1回卒業証書授与式における式辞草稿〕

木下 I 19 1899 服制調査会議事筆記 第一回､第二回

木下 Ⅰ 20 1900 買上薬品試験成績報告

木下 Ⅰ 21 1901 1 15 〔会計事務規程等改正要求〕 会計課長大鐘暢

斗
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蔀
塘
聾



勤
薯
汁
鳩
牙
職
河

潮
轟
望
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粗

氷

3
凍

2
0
0
5

萌

資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅰ 23 1901 3 15 京都帝国大学総長閣下こ対スル上申書

木下 i 24 1901 6 ■ 〔第 2回卒業証書授与式における式辞草稿〕

木下 Ⅰ 25 1901 7 〔第 2回卒業証書授与式における式辞草稿〕

木下 i 26 1901 9 4 入学者出願期日等ノ件こ関シ各高等学校長-通報披

木下 Ⅰ 27 1901 9 13 〔入学宣誓式における式辞〕

木下 Ⅰ 28 1902 6 〔第 3回卒業証書授与式における式辞草稿〕

木下 I 29 1902 6 30 〔図書館分館についての説明書〕 島文次郎

木下 i 30 1902 7 10 〔法科用図書特別取扱手続草案〕 島文次郎

木下 Ⅰ 31 1902 7 14 〔総長批判の意見書〕 織田寓など5名

木下 Ⅰ 32 1902 9 京都帝国大学官制改正ノ義こ付建議 中沢岩太

木下 i 33 1902 12 23 〔集治監監獄署の刑死者 .在監死亡者の屍体引き渡しの件〕 専門学務局長松井直吉

木下 Ⅰ 34 1902 12 24 〔京都帝国大学法科大学聴講生建白〕 聴講生一同

木下 Ⅰ 35 1902 参考 三十五年度春期身体検査ノ結果摘要

木下 Ⅰ 36 1902 ♯ 〔第 4回京都帝国大学運動会陸上競技大会に向けての演説〕

木下 Ⅰ 37 1903 7 19 〔京都医科大学長坪井次郎への弔辞〕

木下 i 38 1903 8 覚書 岡本梁松 法医学教室解剖実習のための死体提供の件

木下 Ⅰ 39 1903 9 21 京都帝国大学文科大学の組織に関する卑見 谷本富

木下 Ⅰ 40 1903 9 明治三十六年入学々生宣誓式こ於テナセル木下総長ノ演説

木下 Ⅰ 41 1903 ll 京都帝国大学暖房機設置ニ対スル希望 堀覚太郎

木下 I 42 1903 12 福岡医科大学学友会運動部創設主意書

木下 I 43 1903 京都帝国大学書庫附属書寿棚新設注文書

木下 I 44 1903 辛 〔明治36年度臨時予算の件〕 後切れ

木下 Ⅰ 45 1903 辛 〔石川-舎監の演説〕

木下 i 46 1903 ■ 京都帝国大学法科大学規程改正ノ理由

木下 Ⅰ 47 1903 + 法科大学課程改正案ノ要旨 科目一覧

…
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅰ 48 1903 〔助教授の留学派遣に関する上申メモ〕

木下 Ⅰ 49 1904 5 25 学生分配法こ関スル意見書 大森治豊
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資料番号 年 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 i 50 1904 9 22 京都帝国大学医科大学病院御設置 ｢ヲゾーン｣式排水消毒装置見積書 文部省建築課京都出張所

木下 Ⅰ 51 1904 ll 12 〔兵要化学工芸調査顧問嘱託〕 大阪砲兵工廠

木下 Ⅰ 52 1904 ■ 京都帝国大学京都医科大学法医学教室新宮ノ急速ヲ要スル儀こ付薬請

木下 i 53 1904 ■ 泉南郡沿岸地方調査報告書

木下 i 54 1905 1 12 〔渡り廊下新設に関する久留建築課長問い合わせ〕 久留正道

木下 i 55 1905 8 2 〔医科大学教授今村新吉大阪府立高等医学校教授兼同校病院精神神経科医長嘱託の件了承案〕

木下 Ⅰ 56 1905 ll 3 〔日露戦争に関する演説草稿〕

木下 Ⅰ 57 1906 ■ 〔職員進退等に関するメモ〕

木下 Ⅰ 58 1907 文部省所管特別会計 京都帝国大学明治四十年度歳入歳出概算書

木下 Ⅰ 59 1907 京都帝国大学明治四十年度歳入歳出臨時部設備費仕訳書

木下 Ⅰ 60 1907 明治四十年度歳出概算額

木下 Ⅰ 61 5 14 〔学習院卒業生の理工科志望入学者についての報告下書き〕

木下 Ⅰ 62 7 10 〔別紙創立費の件調査依頼〕 蘇 別紙なし

木下 Ⅰ 63 〔京大設置構想〕

木下 Ⅰ 64 第三高等学校処分方案

木下 I 65 〔京都帝国大学法科大学設置講座教授分担及び留学生派遣案〕

木下 i 66 〔賞与に関するメモ〕

木下 i 67 〔和辻春次医科大学任用の件等に関するメモ〕

木下 i 68 実験費比較表
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資料番号 年 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 i 70 来年度特待学生

木下 Ⅰ 71 履歴書 古橋直 2枚

木下 Ⅰ 72 学業成績

木下 Ⅰ 73 〔身長､体重表〕 理工科､法科､医科

木下 Ⅰ 74 第 章 文科大学規程

木下 Ⅰ 75 〔明治37年度予算について〕

木下 I 76 京都帝国大学通則

木下 Ⅰ 77 1904 5 京都帝国大学文科大学経費概算

木下 Ⅰ 78 予算関係

木下 i 79 各高等学校第三部卒業生医科大学へ分配法

木下 I 80 第十六日 京都帝国大学京都医科大学汚水清浄排出装置室新宮

木下 Ⅰ 81 〔明治37年度予算について〕

木下 I 82 明治三十八年度文部省所管歳出臨時部 京都帝国大学営繕費調書

木下 i 83 書庫書籍梯配置図

木下 Ⅰ 84 〔大阪監獄における屍体を京都医科大学に受け取りの件等に関するメモ〕

木下 Ⅰ 85 京都帝国大学維持資金所属ノ公債証書 ト民有土地 ト交換及同資金ノ現金ヲ以テ民有土地購入ノ件 (莱)

木下 Ⅰ 86 〔明治35年9月～明治36年 5月に改正された規程〕

木下 Ⅰ 87 大学こ入学シ得ル資格こ関シテ 帝国大学令改正案 京都帝国大学通則改正案

木下 Ⅰ 88 〔講座開設､高等文官試験委員､経済学助教授任用に関するメモ〕

木下 Ⅰ 89 医科大学々生増加ニ伴フ急務ナル建築ノ要旨

木下 Ⅰ 90 明治三十四年度以降 京都帝国大学創立費概算設計書

木下 I 91 〔高等師範学校等授業数一覧〕

木下 Ⅰ 92 〔高等師範学校等からの帝国大学入学志望者に課す試験科目〕

木下 I 93 〔明治38年度予算概算書についての打ち合わせに関するメモ〕

木下 Ⅰ 94 明治三十八年度文部省所管歳出臨時部 京都帝国大学京都医科大学各教室新築及増築概算要求書 各日明細書
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅰ 95 京都帝国大学医科大学医院三十八年度臨時部

木下 I 96 〔医科大学開設延期の意見書〕

木下 i 97 本学各分科大学へ入学志願者人員表

木下 Ⅰ 98 〔附属医院経費に関するメモ〕

木下 i 99 京都医科大学医院増築費

木下 Ⅰ 100 〔京都帝国大学創立費年度別内訳その他に関するメモ〕

木下 i 101 京都帝国大学創立費調

木下 Ⅰ 102 京都帝国大学創設計画案

木下 Ⅰ 103 京都帝国大学創立計画こ関スル諸案

木下 i 104 理工科大学臨時費 ト継続

木下 Ⅰ 105 京都帝国大学設備臨時費

木下 Ⅰ 106 1897 〔教授の巡歴 .留学に要する経費に関するメモ〕

木下 I 107 〔明治36年臨時図書費の内雑誌購入費にて購入すべき雑誌目録〕 山口

木下 Ⅰ 108 京都帝国大学第-回陸上競技会運動会選手慰労茶話会席上こ於ケル木下会長演説ノ大意

木下 i 109 方針 大学教育における運動の位置づけについて

木下 Ⅰ 110 〔運動会関係メモ〕

木下 Ⅰ 111 京都帝国大学入学規程

木下 Ⅰ 112 京都帝国大学資金調書

木下 Ⅰ 113 〔土地管理方に関する費用などに関するメモ〕

木下 I 114 医学科試験規程

木下 Ⅰ 115 東京及ビ京都医科大学試問規程比較表

木下 Ⅰ 116 京都帝国大学医科大学創立費新嘗費計算書

木下 Ⅰ 117 京都帝国大学医科大学教室新宮費残金計画

木下 Ⅰ 118 京都帝国大学図書館評議会草按理由

木下 Ⅰ 119 京都帝国大学入学こ関スル附則
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅰ 120 〔学生個人の資質〕 土木工学科 .機械工学科

木下 Ⅰ 121 内申 京都帝国大学創立経緯

木下 Ⅰ 122 〔新聞 .雑誌購入決定分一覧〕

木下 Ⅰ 123 〔｢証懇書｣に訳文を付すことに対する抗議〕 法科大学

木下 i 124 京都帝国大学創設計画案

木下 Ⅰ 125 1897 〔留学生派遣に要する費用についてのメモ〕

木下 i 126 帝国大学特別会計法 帝国大学特別会計規則 帝国大学経理委員会規則

木下 i 127 運動会規則改正条項 幹事長田島錦治

木下 Ⅰ 128 帝国大学高等官官等俸給令第三条第二項ヲ左ノ朱書ノ通改正

木下 Ⅰ 129 運動会規則改正条項 幹事長田島錦治

木下 Ⅰ 130 競漕者心得

木下 Ⅰ 131 〔給水工事､下水工事などについてのメモ〕

木下 Ⅰ 132 〔特待学生氏名〕

木下 Ⅰ 133 〔特待学生氏名〕

木下 Ⅰ 134 〔宣誓式式辞草稿〕

木下 Ⅰ 135 〔運動競技の精神に関する演説〕

木下 Ⅰ 136 陸上競技運動会執行ニ関スル本旨及方針ニ付木下総長ノ演説

木下 Ⅰ 137 明治三十年九月入学々生成蹟

木下 Ⅰ 138 〔卒業生に対する演説に関するメモ〕

木下 Ⅰ 139 〔学生の素行資料〕

木下 Ⅰ 140 〔担任講座の分担〕

木下 Ⅰ 141 〔助教授の就任日〕

木下 I 142 内案 設備新築 .増築に関して

木下 ⅠⅠ 1 1870 閏10 大学南校舎則

木下 ⅠⅠ 2 1884 辛 〔明治10年代東京大学及予備門入学試験要領案〕
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資料番号 年 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 3 1891 ■ 小学校画学ノ意見 納富介次郎

木下 ⅠⅠ 4 1891 ■ 女子ノ高等手芸拡張論 納富介次郎

木下 ⅠⅠ 5 1891 ■ 東京音楽学校存廃こ関スル意見 上原六四郎

木下 ⅠⅠ 6 1892 〔学習院高等学科優等卒業生の帝国大学法 .文科大学への無試験入学の件〕

木下 ⅠⅠ 7 1892 * 〔帝国大学理 .工 .農 .医 .理工科大学入学志望者のための学課課程 .時間配当〕

木下 ⅠⅠ 8 1893 * 参考書 講座職務俸給参考資料

木下 ⅠⅠ 9 1893 ■ 〔山口高等中学校紛擾収拾方法に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ 10 1893 ■ 〔山口高等中学校紛擾収拾方法に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ ll 1893 美術工芸教育こ必要ナル書籍編碁こ就テノ建言 納富介次郎

木下 ⅠⅠ 12 1893 〔帝国大学講座給予算書〕

木下 ⅠⅠ 13 1893 ■ 帝国大学廿六年度予算経費中直接こ教授こ関スル者ノ分頭額

木下 ⅠⅠ 14 1893 ■ 高等師範学校明治二十六年度決定予算中専ラ生徒こ関スル経費分頭額

木下 ⅠⅠ 15 1893 辛 女子高等師範学校明治二十六年度決定予算中専ラ生徒ニ関スル経費分頭額

木下 ⅠⅠ 16 1893 ■ 〔直轄学校定員表〕

木下 ⅠⅠ 17 1893 ◆ 〔講座分担者の職務俸について〕

木下 ⅠⅠ 18 1893 ■ 文科大学講座ノ数ニ開スル申報

木下 ⅠⅠ 19 1893 * 〔法科講座に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ 20 1893 ■ 〔帝国大学各講座に対する評価表〕

木下 ⅠⅠ 21 1893 ■ 〔法科大学講座に対する評価表〕

木下 ⅠⅠ 22 1893 辛 工科大学講座数修正案 古市工科大学長

木下 ⅠⅠ 23 1893 ● 農業学校教授上注意スヘキ要項 玉利喜造 .横井時敬

木下 ⅠⅠ 24 1893 ■ 〔帝国大学教授 .助教授職務給の一講座当たりの限度〕

木下 ⅠⅠ 25 1893 辛 講座職務俸給額 (甲案)

木下 ⅠⅠ 26 1893 ■ 講座職務俸給額 (乙案)

木下 ⅠⅠ 27 1893 辛 講座職務俸給額 (乙案)
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 28 1893 事 〔帝国大学職務俸額に関する案〕

木下 ⅠⅠ 29 1893 ■ 〔帝国大学職務俸額に関する案〕

木下 ⅠⅠ 30 1893 ■ 音楽改良意見 村岡範為馳

木下 ⅠⅠ 31 1893 ■ 東京音楽学校存廃ニ関スル意見 村岡範為馳

木下 ⅠⅠ 32 1893 ll 15 ■ 実業教育費国庫補助法案

木下 ⅠⅠ 33 1893 2 本年七月入学スへキ学生学科別人員

木下 ⅠⅠ 34 1893 4 法科大学政治科年限復旧請願書写 法科大学二年 .一年総代

木下 ⅠⅠ 35 1893 4 ◆ 法科大学政治科年限復旧請願理由書 後切れ

木下 ⅠⅠ 36 1893 6 大坂工業学校設置請議衰 文部大臣

木下 ⅠⅠ 37 1893 7 建言 小林堅好 倫理教育について

木下 ⅠⅠ 38 1893 9 札幌農学校改革要旨

木下 ⅠⅠ 39 1893 12 英国グムプリツヂ大学こ関スル事項

木下 ⅠⅠ 40 1894 辛 尋常中学校ノ学科及其程度

木下 ⅠⅠ 41 1894 ■ 尋常中学校ノ学科及其程度

木下 ⅠⅠ 42 1894 * 尋常中学校入学程度規程

木下 ⅠⅠ 43 1894 ■ 尋常中学校入学程度規程

木下 ⅠⅠ 44 1894 ■ 尋常中学校入学程度規程

木下 ⅠⅠ 45 1894 ■ 尋常中学校入学程度規程

木下 ⅠⅠ 46 1894 ■ 尋常中学校入学程度規程修正案 省令案

木下 ⅠⅠ 47 1894 ■ 尋常中学校入学程度規程

木下 ⅠⅠ 48 1894 ■ 〔尋常中学校入学に関する意見書〕

木下 ⅠⅠ 49 1894 ■ 尋常中学校実科科程

木下 ⅠⅠ 50 1894 ■ 学校令
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木下 ⅠⅠ 52 1894 辛 商業学校々長会議建議 商業学校規程こ関スル綱目卑見

木下 ⅠⅠ 53 1894 辛 大学予科規程 (寡)

木下 ⅠⅠ 54 1894 ■ 勅令案 高等学校令

木下 ⅠⅠ 55 1894 辛 高等学校令理由書

木下 ⅠⅠ 56 1894 ■ 勅令第 号 高等学校令

木下 ⅠⅠ 57 1894 * 勅令第 号 高等学校令

木下 ⅠⅠ 58 1894 ■ 勅令第 号 高等学校令

木下 ⅠⅠ 59 1894 * 〔第三高等学校に法 .医.工学科設置およびその他の高等学校に医学科および大学予科設置の件〕

木下 ⅠⅠ 60 1894 ■ 〔京都高等学校に法 .医.工学科設置およびその他の高等学校に医学科および大学予科設置の件〕

木下 ⅠⅠ 61 1894 ■ 京都高等学校 法学科課程

木下 ⅠⅠ 62 1894 * 高等学校規程

木下 ⅠⅠ 63 1894 ■ 〔第三高等学校法 .工およびその他の高等学校の医の学科目 .講座数〕

木下 ⅠⅠ 64 1894 ■ 国庫補助実業学校巡視規程

木下 ⅠⅠ 65 1894 ■ 尋常中学校実科規程

木下 ⅠⅠ 66 1894 1 12 〔予科生徒学科に関する意見書〕 久原身弓弦

木下 ⅠⅠ 67 1894 1 15 〔実業補習学校教科書編第之要旨に関する意見書への回答〕 岡倉覚三

木下 ⅠⅠ 68 1894 2 27 地方税ヲ以テ支弁スル医学校設置ニ関スル儀こ付上申 熊本県知事松平正直

木下 ⅠⅠ 69 1894 5 3 現在生徒志望学科人員調表

木下 ⅠⅠ 70 1894 5 7 井上文部ニ呈セルルボン国際意見 京都高等学校生答案 MicherelReVon

木下 ⅠⅠ 71 1894 5 9 〔第三高等中学校生徒の他校への配分に関する決議〕

木下 ⅠⅠ 72 1894 5 30 中学制度革新ノ議

木下 ⅠⅠ 73 1895 辛 〔尋常中学校の状況について〕

木下 ⅠⅠ 74 1895 * 〔尋常中学校の状況について〕
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資料番号 年 局 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 76 1895 * 各高等学校経費ノ増額ヲ要ス

木下 ⅠⅠ 77 1895 ■ 科学専門教育機関ノ増設ヲ要ス

木下 ⅠⅠ 78 1895 ■ 科学専門教育機関ノ増設ヲ要ス

木下 ⅠⅠ 79 1895 ■ 科学専門教育ノ状体

木下 ⅠⅠ 80 1895 辛 〔京都大学設置､五校の高等学校に各種科学専門教育を実行すること等に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ 81 1895 4 公立尋常中学校々数及教員資格詞 公立尋常中学校々調

木下 ⅠⅠ 82 1895 4 20 簡易科ヲ非 トスルノ意見書 岩佐善太郎

木下 ⅠⅠ 83 1895 5 商業学校へ補助下附ノ義こ付建議 赤間関商業学校長三戸徳一ほか

木下 ⅠⅠ 84 1895 5 21 商業学校教員養成方ニ付建議 市立大坂商業学校長成瀬隆蔵ほか

木下 ⅠⅠ 85 1895 5 30 護国旗

木下 ⅠⅠ 86 1895 6 4 教育制度改良ニ関スル意見書 戸水寛人

木下 ⅠⅠ 87 1895 7 25 国庫補助実業学校一覧表

木下 ⅠⅠ 88 1895 10 19 〔東京市普通教育に関する意見書〕

木下 ⅠⅠ 89 1896 辛 廿八年度政府支出金

木下 ⅠⅠ 90 1896 辛 明治二十八年度政府支出金

木下 ⅠⅠ 91 1896 ■ 〔大学学生数に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ 92 1896 ■ 工科大学応用化学及採鉱冶金学教室新築ニ付学生予定人員

木下 ⅠⅠ 93 1896 ■ 〔工科大学入学予定員入学志望者比較〕

木下 ⅠⅠ 94 1896 * 東京図書館ノ近状並其拡張

木下 ⅠⅠ 95 1896 ■ 〔学齢未満の児童の就学､暑中休暇の日数､撃剣柔道の導入についての意見書〕

木下 ⅠⅠ 96 1896 ■ 帝国図書館設立ノ議

木下 ⅠⅠ 97 1896 ■ 九州大学設立ノ事 大学予備科こ就キ高等学校ヲ八箇以上 トナス事

木下 ⅠⅠ 98 1896 ■ 〔九州大学設立､高等農業学校､高等商業学校､高等学校等に関するメモ〕
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資料番号 年 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 100 1896 2 明治二十九年各高等学校ヨリ入学スヘキ人員調

木下 ⅠⅠ 101 1896 4 明治三十年各高等学校ヨリ入学スヘキ人員調

木下 ⅠⅠ 102 1897 ■ 児玉陸軍次官釆話地方こ幼年校ノ分校ヲ設置スルノ件

木下 ⅠⅠ 103 1897 ■ 諮問案 師範学校費増加等について

木下 ⅠⅠ 104 1897 高等教育会議規則

木下 ⅠⅠ 105 1897 高等教育会議議事規則

木下 ⅠⅠ 106 1897 ■ 諮問案参考書 錨 だ諸 賢等 瑠 搬 竺欝支出セル国庫金

木下 ⅠⅠ 107 1897 ■ 第一号議案 法律案

木下 ⅠⅠ 108 1897 ♯ 第二号議案 省令案 尋常師範学校生徒定員

木下 ⅠⅠ 109 1897 ■ 高等教育会議々事規則案

木下 ⅠⅠ110 1897 3 盲唖失官原因 京都市盲唖院長鳥居嘉三那

木下 ⅠⅠ 111 1897 6 24 自二十九年度室三十一年度 予算概算比較-覧表

木下 ⅠⅠ 112 1899 〔窮行会における演説速記録〕

木下 ⅠⅠ113 1899 3 ｢筆記者ノ姿勢｣ 大西克知 F日本眼科学会雑誌』第3巻第3号

木下 ⅠⅠ 114 1900 明治三十三年四月入学志願者心得 大阪府第五中学校

木下 ⅠⅠ 115 1900 8 24 西洋の文明を論ず 岡村司

木下 ⅠⅠ 116 1901 10 17 〔外国語学習に関する演説〕

木下 ⅠⅠ 117 1902 京都市教育会創立記事梗概

木下 ⅠⅠ 118 1903 辛 故アリヴュー先生銅像建設趣意書 興津辰短など10名

木下 ⅠⅠ 119 1903 辛 公学費中臨時費こ関スル取調書

木下 ⅠⅠ 120 1903 ■ 公学費及教員退隠料こ関スル統計表

木下 ⅠⅠ 121 1903 ■ 地方費及教育費増加ニ関スル取調書

木下 ⅠⅠ 122 1898 辛 諮問案参考書 師範学校関係各県別統計書明治三十年度尋常師範学校定常費一覧表

木下 ⅠⅠ 123 1899 明治三十年度三十一年度大学及諸学校館歳出比較表

-
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資料番号 午 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ125 6 渋谷氏女子教育意見ヲ読ミテ所感ヲ記ス 渡辺董之助

木下 ⅠⅠ126 10 12 尋常中学一年級片山国事申立 町田弥平

木下 ⅠⅠ127 造船学科課程

木下 ⅠⅠ128 本校寄宿舎生徒退学事件ノ一段 後切れ

木下 ⅠⅠ 129 卑見 教育系統こ関スル卑見

木下 ⅠⅠ130 学制改革意見

木下 ⅠⅠ131 府県立医学校通則

木下 ⅠⅠ 132 ハーバードサイエンテフィックスクールノ理科

木下 ⅠⅠ 133 〔学校長などに関する規程〕

木下 ⅠⅠ134 〔ドイツ大学についての紹介〕

木下 ⅠⅠ135 各分科大学要求事項

木下 ⅠⅠ136 尋常師範学校ヲ官立 トナスノ意見

木下 ⅠⅠ137 〔学校系統に関する意見書〕

木下 ⅠⅠ138 学制改革私見

木下 ⅠⅠ139 本科二部学科課程表 (農科志望生ニ課スル学科)

木下 ⅠⅠ140 〔地方大学 (第--第五)において設置すべき学科〕

木下 ⅠⅠ 141 〔学制改革に関する意見書〕

木下 ⅠⅠ142 教育卑見 法科大学々生某

ファイル5

資料番号 午 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 143 〔1889年喚､1890年仏､1891年普教育関係歳出合計〕

木下 ⅠⅠ144 外国語学校ノ再興ヲ要ス

木下 ⅠⅠ145 独逸イエナ大学の教育練習所
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資料番号 年 局 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 147 〔学制改革に関する意見書〕

木下 ⅠⅠ148 宗教学校ノ処分ニ関スル卑見 岡村司

木下 ⅠⅠ 149 私立衛生会意見

木下 ⅠⅠ 150 教育私見略稿

木下 ⅠⅠ 151 中学教育制度諮問案の討議 (上)､高等中学校長会議 (中)(下) 新開記事切り抜き

木下 ⅠⅠ 152 〔法律学科 学科課程表〕

木下 ⅠⅠ 153 甲号表 土木工学科概表

木下 ,ⅠⅠ 154 甲号表 土木工学科概表

木下 ⅠⅠ 155 〔学科課程表〕

木下 ⅠⅠ 156 甲号表 土木工学科概表

木下 ⅠⅠ 157 甲号表 土木工学科概表

木下 ⅠⅠ 158 〔学科課程表〕

木下 ⅠⅠ 159 〔学科課程表〕

木下 ⅠⅠ 160 〔法学部予科の学科および其の授業時数〕

木下 ⅠⅠ 161 〔学科課程表〕

木下 ⅠⅠ 162 甲案 法科及文科ニ関スル取調書

木下 ⅠⅠ163 乙案 工科ニ関スル取調書

木下 ⅠⅠ 164 外国語学校設立建議案主趣

木下 ⅠⅠ165 英仏独西語学科課程表

木下 ⅠⅠ166 露､支部､朝鮮語学科課程表

木下 ⅠⅠ 167 〔語学科に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ 168 第三高中ニ設置スヘキ学部

木下 ⅠⅠ 169 大学予科教育に関する意見 外山正一

木下 ⅠⅠ 170 地方大学々科案

-
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資料番号 年 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 172 市町村立学校ノ規則こ関スル意見 中川

木下 ⅠⅠ 173 中学制度改正案 嘉納

木下 ⅠⅠ 174 〔諸外国の大学の学位試験学科目〕

木下 ⅠⅠ 175 〔高等学校授業に関する意見書〕

木下 ⅠⅠ 176 〔高等学校授業に関する意見書〕 Ⅰト176と同一

木下 ⅠⅠ 177 史談会加入諸家編集ニ関スル経費

木下 ⅠⅠ 178 欧州各国大学数

木下 ⅠⅠ 179 龍動大学の理想

木下 ⅠⅠ 180 高等学校制度改正案

木下 ⅠⅠ 181 第三高等学校法学部ニ関スル意見 吉田作弥

木下 ⅠⅠ 182 明治三十年度予算直轄諸学校職員俸給額平均一覧表

木下 ⅠⅠ 183 明治三十年度予算直轄各部雇員俸給額平均一覧表

木下 ⅠⅠ 184 〔独留学1ケ月の生活にかかる費用に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ 185 明治三十一年度概算俸給平均額及人員一覧表 [雇員月俸共]

木下 ⅠⅠ 186 渋谷栄造女子教育意見

木下 ⅠⅠ 187 小藤繁造調書

木下 ⅠⅠ 188 有地藤三郎寺内寿-中沢亮治調書

木下 ⅠⅠ 189 関方次調書

木下 ⅠⅠ 190 勅令案 諸学校令

木下 ⅠⅠ 191 省令案 学校設置廃止規程

木下 ⅠⅠ 192 省令按 学校設置廃止規程

木下 ⅠⅠ 193 〔諸学校令草案〕

木下 ⅠⅠ 194 〔諸学校令草案〕

木下 ⅠⅠ 195 〔法律科､政治科､学修科目に関するメモ〕

-
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ 197 勅令案 諸学校通則

木下 ⅠⅠ198 〔諸学校令作成のためのメモ〕

木下 ⅠⅠ199 教導団生徒入団前学校別

木下 ⅠⅠ200 〔諸学校令草案〕

木下 ⅠⅠ201 〔諸学校令草案〕

木下 ⅠⅠ202 〔諸学校令草案〕

木下 ⅠⅠ203 各居留地学校生徒表 同前比疲表

木下 ⅠⅠ204 居留外国人表

木下 ⅠⅠ205 省令案 高等中学校長学事視察規程

木下 ⅠⅠ206 省令案 尋常中学校学事視察規程

木下 ⅠⅠ207 中学校令

木下 ⅠⅠ208 中学校こ関シ新こ制定ヲ要スル諸事件

木下 ⅠⅠ209 保育大会ニ於ケル木下京都帝国大学総長ノ演説

木下 ⅠⅠ210 国の維持力

木下 ⅠⅠ211 国の維持力

木下 ⅠⅠ212 〔教育宗教に関する演説草稿〕 前切れ

木下 ⅠⅠ213 〔軍事教育に関する演説草稿〕 前切れ

木下 ⅠⅠ214 〔国の維持力に関する演説草稿〕

木下 ⅠⅠ215 〔中等 .高等教育における精神修養に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ216 〔学士会大会における演説に関するメモ〕

木下 ⅠⅠ217 〔学校卒業者に対する演説に関するメモ〕

-
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資料番号 年 局 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠⅠ 1 1902 5 1 武徳会ニ関スル青木会長ノ演説要領

木下 ⅠⅠⅠ 2 1904 〔日露開戦に際しての各支部宛の文書草案および御令旨案〕

木下 Ⅰー王 3 1904 9 会計整理こ関スル意見書 鳥海弘毅

木下 ⅠlⅠ 4 1907 7 〔常議員等の辞退書〕

木下 ⅠⅠⅠ 5 1909 8 4 重松緑也履歴書

木下 ⅠⅠⅠ 6 大日本武徳会創業以来三十三年十月ニ至ル収支概算書

木下 ⅠⅠⅠ 7 大日本武徳会三十四年度歳入歳出決算報告書

木下 ⅠlⅠ 8 大日本武徳会三十五年度歳入歳出予算

木下 ⅠⅠⅠ 9 大日本武徳会三十六年度歳入歳出予算

木下 Ⅰll 10 武術教授ニ論示ノ件

木下 ⅠⅠⅠ ll 〔十年祭執行､募集方法の研究などに関するメモ〕

木下 ⅠlⅠ 12 〔三井私有地買収､京都府内支部増設の件などに関するメモ〕

木下 Ⅰll 13 武術家優遇例

木下 Ⅲl 14 大日本式徳会第四回青年大演武申込書

木下 ⅠⅠⅠ 15 出漕申込心得 .出漕申込書

木下 Ⅰll 16 〔電信符号などに関するメモ〕

木下 ⅠⅠⅠ 17 〔演武の日時､種類等に関するメモ〕

木下 ⅠⅠⅠ 18 大日本武徳会剣術形仕方説明 矢野勝治郎

木下 ⅠⅠⅠ 19 〔剣術形について〕

木下 ⅠⅠⅠ 20 記念祝典施行法

木下 ⅠⅠⅠ 21 〔雑誌発行に関する計画書〕

木下 ⅠⅠⅠ 22 寄宿生養成ニ関スル費用概算調

木下 ⅠⅠⅠ 23 〔学校敷地などに関するメモ〕

木下 Ⅰll 24 〔馬匹などに関するメモ〕
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 ⅠⅠ王 25 養成部生徒食費其他取調

木下 ⅠⅠⅠ 26 剣術柔術講習生心得案

木下 ⅠⅠⅠ 27 〔大日本式徳会第 2回青年大演武会における演説草稿〕

木下 ⅠⅠⅠ 28 〔大日本武徳会第 2回青年大演武会における演説草稿〕

木下 Ⅰll 28 〔大日本武徳会第 2回青年大演武会における演説草稿〕

木下 ⅠⅠⅠ 29 〔大日本武徳会第 2回青年大演武会における演説草稿〕

木下 ⅠⅠⅠ 30 〔短艇競漕者に対する訓示〕

木下 ⅠⅠⅠ 31 〔武徳会琵琶湖短期競漕会における木下の演説〕

木下 ⅠⅠⅠ 32 端艇競漕者こ対スル戒告

木下 Ⅳ 1 1897 1 1 日本人ノ体育こ就キテ教育ノ根本的改良ヲ望ム 田中英安

木下 Ⅳ 2 1898 12 古墳墓保存ノ建議案 木下広次

木下 Ⅳ 3 1899 8 1 日本人ノ育児法即体育法ニ就テ公衆衛生各自衛生及学校衛生ノ最心要ヲ論ス 田中英安

木下 Ⅳ 4 1900 12 鉄道布設ノ儀ニ付陳情 鉄道促成請願同盟委員

木下 Ⅳ 5 1901 刑法改正按ニ対スル意見書 法曹倶楽部

木下 Ⅳ 6 1901 1 〔麦酒課税についての請願〕 日本全国麦酒業者同盟会

木下 Ⅳ 7 1901 1 内国麦酒ニ課税ノ不可ナル事情理由 日本全国麦酒業者一同

木下 Ⅳ 8 1901 1 20 〔宗教法案に関する陳情書〕 仏教三十二宗派宗教制度調査委員 後切れ

木下 Ⅳ 9 1901 12 地方視学官経費所管替之儀こ付申請 学制研究会

木下 Ⅳ 10 1901 2 酒造税法中改正希望要項 全国酒造組合連合会 渡辺徹

木下 Ⅳ ll 1901 2 〔砂糖消費税法案早期施行に関する請願〕 中村房次郎

木下 Ⅳ 12 1901 2 砂糖消費税法案実施期日に関する卑見 安倍事兵衛など3名

木下 Ⅳ 13 1901 2 砂糖消費税に関する卑見 安倍事兵衛など3名

木下 Ⅳ 14 1901 2 24 〔司法官待遇問題についての請願〕 馬淵錦八など20名

木下 Ⅳ 15 1901 3 5 〔司法官増俸問題についての請願〕 用地弥作など17名

-
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅳ 17 1902 4 朝鮮国貨幣制度こ関スル建議 京都商業会議所会頭西村治兵衛

木下 Ⅳ 18 1903 3 7 〔観艦式の案内〕 貴族院書記官長太田蜂三那

木下 Ⅳ 19 1903 5 請願書 栃木県河内郡本郷村請願人 253名 地租免除について

木下 Ⅳ 20 1905 1 31 〔写真送付依頼〕 貴族院事務局

木下 Ⅳ 21 1905 2 25 〔貴族院休会通知〕 貴族院事務局

木下 Ⅳ 22 1905 2 25 〔霞関離宮における立食会の通知〕 貴族院事務局

木下 Ⅳ 23 1906 1 10 〔写真送付依頼〕 貴族院事務局

木下 Ⅳ 24 1906 1 15 〔内外関税政策及織物消費税賦課方法に関する請願書〕 日本輸出綿同業組合連合会安西徳兵衛

木下 Ⅳ 25 1906 1 25 第六回期行事並ニ会計報告 幸倶楽部

木下 Ⅳ 26 1906 10 29 〔進水式招待の通知〕 貴族院書記官長太田蜂三那

木下 Ⅳ 27 1906 3 25 〔明治三十三年法律第七十六号中改正法律案可決報告〕 特別委員副委員長島津忠寡

木下 Ⅳ 28 1906 3 26 議事日程第二十号

木下 Ⅳ 29 1907 12 〔税法審査委員会審査報告送付の件〕 貴族院事務局

木下 Ⅳ 30 1907 12 26 〔開院式病欠届下書き〕

木下 Ⅳ 31 1908 2 10 〔憲政二十年記念会用臨時列車時刻〕 貴族院庶務課

木下 Ⅳ 32 1908 2 10 書類配付通知

木下 Ⅳ 33 1908 2 12 議事日程第五号

木下 Ⅳ 34 1908 2 15 書類配付通知

木下 Ⅳ 35 1908 2 18 議事日程第七号

木下 Ⅳ 36 1908 2 19 〔議決案可決の報告〕 予算委員長岡部長職

木下 Ⅳ 37 1908 2 21 議事日程第八号

木下 Ⅳ 38 工場法案ノ要項

木下 Ⅳ 39 〔売薬印紙廃止に関する請願書〕 東京売薬営業者一同

木下 Ⅳ 40 陳情書 遠州砂糖製産地総代渡辺郡蔵 砂糖消費税法案施行反対
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅳ 42 明治三十六年度予算ノ要領

木下 Ⅳ 43 行政整理ニ伴フ改廃変更ノ重モナルモノ

木下 Ⅳ 44 帝国議会議長副議長議員歳費及旅費支給規則

木下 Ⅳ 45 〔観艦式案内〕

木下 Ⅴ 1 1903 3 15 請求書 京都円山世阿弥ホテル

木下 Ⅴ 2 1905 3 請求書 大倉浜吉

木下 Ⅴ 3 1905 4 8 〔別荘整備の請求書〕 大倉浜吉

木下 Ⅴ 4 1906 4 22 所得金納入地届

木下 Ⅴ 5 1906 4 所得金高申告書

木下 Ⅴ 6 1907 4 30 所得金高申告書

木下 Ⅴ 7 1907 12 12 委任状

木下 Ⅴ 8 1907 転籍届

木下 Ⅴ 9 1908 4 19 所得金納入地届

木下 Ⅴ 10 1908 4 所得金高申告書

木下 Ⅴ ll 1908 4 〔所得金高申告に関するメモ〕

木下 Ⅴ 12 1908 7 31 収支決算書 木下弥八郎

木下 Ⅴ 13 1909 4 20 所得金納入地届

木下 Ⅴ 14 1909 4 20 〔木下久所得金〕 太三郎

木下 Ⅴ 15 1909 4 所得金高申告書

木下 Ⅴ 16 1910 4 20 所得金納入地届

木下 Ⅴ 17 1910 4 29 所得金高申告書

木下 Ⅴ 18 1911 7 14 御石碑見積書

木下 Ⅴ 19 1911 7 17 見積書

木下 Ⅴ 20 1913 5 所得金高申告書

木下 Ⅴ 21 1913 7 決算領収証綴
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資料番号 午 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅴ 22 1914 4 29 所得金高申告書

木下 Ⅴ 23 〔墓石材質 .寸法〕

木下 Ⅴ 24 〔墓石立体図〕

木下 Ⅴ 25 〔墓石正面図〕

木下 Ⅴ 26 〔墓石平面図〕

木下 Ⅴ 27 〔墓石図面〕

木下 Ⅴ 28 〔俸給に関するメモ〕

木下 Ⅴ 29 〔土地家屋に要する費用に関するメモ〕

木下 Ⅴ 30 所得申告ニ関スル注意書

木下 Ⅴ 31 墓石見積 中嶋仁兵衛

木下 Ⅴ 32 墓石見積 中嶋仁兵衛

木下 Ⅵ 1 1880 8 4 万国監獄会社ノ菓告並社則 フエルナンデル .ホール

木下 Ⅵ 2 1881 12 監獄雑誌第二号

木下 Ⅵ 3 1882 1 監獄雑誌第二号

木下 Ⅵ 4 1882 2 監獄雑誌第二号

木下 Ⅵ 5 1882 3 監獄雑誌第二号

木下 Ⅵ 6 1883 5 仏国監獄協会へ回答ノ儀こ付伺 小野田元鼎

木下 Ⅵ 7 1883 5 仏国監獄協会へ回答ノ儀ニ付伺 小野田元鼎

木下 Ⅵ 8 1883 9 18 〔刑法に関する内訓〕 大木喬任

木下 Ⅵ 9 1885 6 8 〔絞首場図面について〕 大井保

木下 Ⅵ 10 1892 5 10 法学博士木下広次君演説 民法実施関係

木下 Ⅵ ll 1893 1 7 診断書写 土肥慶蔵など5名

木下 Ⅵ 12 1895 8 3 大々教会要綱 渡適正輝

木下 Ⅵ 13 1896 ■ 〔外国在住者の特許などに関する省令条文写〕

木下 Ⅵ 14 1898 7 ll 〔神宮司庁将来の方針についての建言〕 神宮権禰宜青木陳実
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資料番号 午 月 冒 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅵ 15 1900 10 10 〔九州鉄道株式会社株券利子配当の件通達書〕

木下 Ⅵ 16 1900 10 〔田辺篭城絵図〕

木下 Ⅵ 17 1901 2 〔真言宗四派分離独立に関する要望書〕 加藤諦兄など4名 後切れ

木下 Ⅵ 18 1902 8 31 誓約書 沢村秀雄

木下 Ⅵ 19 1902 10 熊本市勢一班

木下 Ⅵ 20 1902 12 〔書籍目録〕 文求堂書店

木下 Ⅵ 21 1909 3 7 領収書 仏学会

木下 Ⅵ 22 1922 6 エミ子の遭難に就いて 山口鋭之助

木下 Ⅵ 23 1924 4 28 〔写真台紙〕

木下 Ⅵ 24 10 31 〔来訪のメモ〕 金田治平

木下 Ⅵ 25 田辺城和睦

木下 Ⅵ 26 〔丹後国田辺城絵図〕

木下 Ⅵ 27 〔建物絵図〕

木下 Ⅵ 28 花南居士作 僅語一章

木下 Ⅵ 29 〔高倉神社等に関するメモ〕

木下 Ⅵ 30 〔演説等に関するメモ〕

木下 Ⅵ 31 犬入レ場御積 リ書

木下 Ⅵ 32 三十一年度概算会計課査定案 書類 袋のみ

木下 Ⅵ 33 京釜鉄道線路略図 東洋鉄道線路略図

木下 Ⅵ 34 〔断刑死者 .獄中病死者の解剖許可申請写〕

木下 Ⅵ 35 〔第七条条文〕 同一のもの13枚

木下 Ⅵ 36 〔第七条条文〕

木下 Ⅵ 37 解剖屍体収用法案

木下 Ⅵ 38 解剖屍体収用法案
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資料番号 年 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅵ二39 解剖屍体収用法案

木下 Ⅵ 40 解剖屍体収用法案

木下 Ⅵ 41 解剖屍体収用法案

木下 Ⅵ 42 死体解剖

木下 Ⅵ 43 〔普 .仏の解剖に関する規定〕

木下 Ⅵ 44 〔仏の屍体に関する規定〕

木下 Ⅵ 45 上官内大臣書 増田千倍

木下 Ⅵ 46 条約実施準備委員参考材料 各国憲法中教育こ関スル条項

木下 Ⅵ 47 条約実施準備委員規則

木下 Ⅵ 48 〔勝浦町外ノ湯住所に関するメモ〕

木下 Ⅵ 49 〔犬に関するメモ〕

木下 Ⅵ 50 〔和歌〕 山田吉雄

木下 Ⅵ 51 京都商業会議所議員選挙こ関スル規定

木下 Ⅵ 52 〔メモ片〕

木下 Ⅵ 53 四百五十株以上株主人名表

木下 Ⅵ 54 貴族院入用書類 封筒のみ

木下 Ⅵ 55 〔紀念碑製造手順〕

木下 Ⅵ 56 〔京阪地方紀行文〕

木下 Ⅵ 57 〔対一高野球部戦について〕

木下 Ⅵ 58 独逸帝国裁判所組織法 第十編乃至第十七編完了 第一号続

木下 Ⅵ 59 幼年犯罪者こ関シタル法律ヲ立ツル為メ倫敦ニ於テ開カレタル会議 C.ド.コJt,ニー
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資料番号 年 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅵ 61 仏蘭西国及ヒ外国管護雑誌

木下 Ⅵ 62 〔欧米監獄制度に関するメモ〕

木下 Ⅵ 63 〔仏国監獄会社雑誌第五回第八号写片〕

木下 Ⅵ 64 〔仏国監獄制度に関するメモ〕

木下 Ⅵ 65 死刑こ付質疑

木下 Ⅵ 66 仏国監獄協会 仮出獄問答録

木下 Ⅵ 67 〔仮出獄上申書 書式案〕

木下 Ⅵ 68 千八百八十一年十二月十三日日本社会議録事

木下 Ⅵ 69 監獄雑誌序 小野田元席

木下 Ⅵ 70 〔刑法など抜粋〕

木下 Ⅵ 71 仮出獄質問題

木下 Ⅵ 72 監獄掛委員 権限及職掌 ルネ-クルネ-

木下 Ⅵ 73 〔民事訴訟法案起草にあたつての意見書〕

木下 Ⅵ 74 墳墓考 中山信名

木下 Ⅵ 75 〔監獄に関するメモ〕

木下 Ⅵ 76 〔刑法に関するメモ〕

木下 Ⅵ 77 履歴書､研学希望書 中川渡

木下 Ⅵ 78 〔和歌〕 -瀬清

木下 Ⅵ 79 〔名刺〕 村田虎吉郎

木下 Ⅵ 80 団匪起因

木下 Ⅵ 81 武政軌範

木下 Ⅵ 82 法家引用

木下 Ⅵ 83 山窓閑話
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ファイル 9

資料番号 年 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅵ 85 大館高門所蔵古文書

木下 Ⅵ 86 関所停止の事､大神宮機殿由来記

木下 Ⅵ 87 神武令

木下 Ⅵ 88 〔大神宮経費に関する書類〕

木下 Ⅵ 89 志摩国国崎大神宮御費之事

木下 Ⅵ 90 大神宮機殿由来略記 青木陳実

木下 Ⅵ 91 太神宮神領略説 青木陳実

木下 Ⅵ 92 法曹類林第二百廿六､播磨国大部荘公文､万農地後碑文､東大寺越前桑原荘券､大江仲子解文

木下 Ⅵ 93 〔名刺〕 佐々政一

木下 Ⅵ 94 〔吉日に関するメモ〕

木下 Ⅵ 95 図面

木下 Ⅵ 96 〔宗教に関する意見書〕 大々教会長渡適正輝 後切れ

木下 Ⅵ 97 〔車置場等に関する注意〕

木下 Ⅵ 98 二公年譜

木下 Ⅵ 99 〔橋本左内書版写〕

木下 Ⅵ 100 地質学雑誌第百五十五号別刷 石井八万次郎

木下 Ⅵ 101 〔印判集〕 同一のもの5枚

木下 Ⅵ 102 自濠州と有色人種

木下 Ⅵ 103 〔田尻稲次郎著 F財政と金融』購入案内〕

木下 Ⅵ 104 〔播磨国曽称天満神社由来書等〕

木下 Ⅵ 105 吊 高橋正直

木下 Ⅵ 106 〔和歌〕

木下 Ⅵ 107 東照宮遺訓



資料番号 年 月 日 史 料 名 作 成 者 備 考

木下 Ⅵ 109 古今伝授 道鏡碑

木下 Ⅵ 110 〔西郷山人額書〕

木下 Ⅵ 111 〔木下事蹟 碑文拓本〕

木下 Ⅵ 112 〔拓本〕

木下 Ⅵ 113 〔拓本〕

木下広次関係資料 (書簡)

ファイル10

資料番号 年 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 1 1 1903 12 26 ■ 合田正氏 木下広次 宮内武家宝の腹巻返却依頼の件 坂井又八書簡､宮内武書簡添付

木下 2 1 1900 7 23 青木周蔵 木下広次 為替券送付につき取 り計らい依頼､｢唐人之馬麻騒｣の件

木下 2 2 1900 9 21 青木周蔵 木下広次 渡辺子爵の武徳会常議員より幹事長への転任推薦

木下 2 3 1902 9 27 青木周蔵 木下広次 講習生宿所の土地購入､常議員決議案の件

木下 2 4 1902 12 28 青木周蔵 木下広次 武徳会用土地購入につき三井銀行との談判請負の件

木下 2 5 1903 1 ll 青木周蔵 木下広次 三井銀行所有地買入につき同行重役との談判経過報告の件

木下 2 6 1903 1 21 青木周蔵 木下広次 三井銀行所有地買入につき同行重役との談判経過報告の件

木下 2 7 1903 3 15 青木周蔵 木下広次 武徳会岡山支部発会式の件

木下 2 8 1903 10 28 青木周蔵 木下広次 伏見宮宛書面作成依頼

木下 2 9 1903 12 ll 青木周蔵 木下広次 建議案の取 り計らい依頼､総裁宮の内意報告

木下 2 10 1904 7 28 青木周蔵 木下広次 青年者大会の件

木下 3 1 日下会会長秋元興朝 木下広次 相撲振興の会賛助依頼状

木下 4 1 1909 12 28 錦鶏間抵候幹事東胤徳 .富永直孝 木下広次 輪番幹事引き受け依頼の件
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 6 1 1902 ll 9 荒木寅三郎 木下広次 旅行の報告 ストラスプルグより

木下 6 2 1905 10 2 ■ 荒木寅三郎 木下広次 病気見舞い

木下 6 3 2 24 荒木黄三郎 木下広次 小寺謙吉から医科大学へ寄付の件

木下 7 1 1 1 有馬温泉｢兵衛｣喜右衛門 木下広次 年始挨拶

木下 8 1 1895 2 ll ArriVet 木下広次 仏文

木下 9 1 1900 10 4 粟飯原鼎 木下広次 礼状

木下 10 1 1909 1 1 家永春吉郎 木下広次 年始挨拶

木下 ll 1 1904 1 1 池内成賢 木下広次 年賀状

木下 ll 2 8 20 池内成賢 木下広次 病気回復せず辞職の上延岡へ引き払いの件

木下 12 1 1891 8 27 辛 小中村義象 木下広次 母見舞い状

木下 12 2 1891 ■ 小中村義象 木下広次 木下母追悼の和歌

木下 12 3 1895 4 20 ♯ 小中村義象 木下広次 史料編纂委員発会の件

木下 12 4 1895 9 26 辛 小中村義象 木下広次 梧陰存稿の件

木下 12 5 1897 10 14 ■ 小中村義象 木下広次 家復旧 (分家)の件

木下 12 6 1897 ll 17 * 小中村義象 木下広次 離縁案

木下 12 7 1898 1 ll ■ 小中村義象 木下広次 復姓につき礼

木下 12 8 1898 2 12 辛 小中村義象 木下広次 外遊決心報告

木下 12 9 1898 3 13 ■ 池辺義象 木下広次 洋行の件

木下 12 10 1898 7 5 + 池辺義象 木下広次 莱 .仏への出発報告

木下 12 ll 1903 3 30 + 池辺義象 木下広次 大阪博見物､法科の件

木下 12 12 1903 4 28 ■ 池辺義象 木下広次 京大就職の件

木下 12 13 1905 9 18 ■ 池辺義象 木下広次 病気見舞い､大学新学期の件

木下 12 14 1906 3 6 ■ 池辺義象 木下広次 文科大学長の件

木下 12 15 1907 4 6 ■ 池辺義象 木下広次 木下辞職の件､文科大学講座担任の件
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資料番号 年 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 12 17 1909 8 12 ■ 池辺義象 木下広次 暑中見舞い

木下 12 18 2 8 小中村義象 木下 .鈴木 2月11日祝日準備意見具申

木下 12 19 2 22 小中村義象 木下広次 手本書届状

木下 12 20 7 18 小中村義象 木下広次 愛知県出張､木村長門守の顔の件

木下 12 21 8 24 小中村義象 木下広次 国学院認可につき､寛大にすぎないよう意見

木下 12 22 8 26 小中村義象 木下広次 愛知､三重出張､木村長門守の件

木下 12 23 9 2 小中村義象 木下広次 本居氏の件

木下 12 24 9 12 小中村義象 木下広次 増田千倍の件

木下 12 25 9 12 小中村義象 木下広次 国語科の件

木下 12 26 9 13 小中村義象 木下広次 田中助兵衛､谷森､国書の件

木下 12 27 ll 12 義象 木下広次 病状報告

木下 13 1 1902 辛 石川- 木下広次 宣誓式の演説を記録した旨 別紙演説記録添付

木下 14 1 ll 14 石田斯文 木下広次 航海無事到着の件

木下 15 1 1901 6 12 京都染物同業組合組長石田喜兵衛 木下広次 出版の祝辞依頼

木下 16 1 1909 1 1 石原久吉 木下広次 年始挨拶

木下 17 1 25 井芹経平 木下広次 書の礼､清原兄妹の件

木下 18 1 1899 3 29 磯田久米三郎 木下広次 明治法律学校近畿校友会出席依頼

木下 19 1 2 8 市川寛繁 木下広次 別紙差し上げの件

木下 20 1 7 16 市川 木下広次 下命の永岡との談判の件､講話の件

木下 20 2 市川 木下広次 山下中佐の件､戦死者年金に関する件､永岡の件､講話の件

木下 20 3 市川 木下広次 遊泳に関する経費支出の件､大会につき小橋内務省参事官より電報の件

木下 20 4 12 市川 木下広次 青年大会での講話の件

木下 20 5 19 市川 木下広次 青年大会での詐欺試合の件､青年大会演述筆記の件 別紙添え状有 り

木下 20 6 27 市川 木下広次 折田副会長愛知支部出張の件
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資料番号 午 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 22 1 5 23 伊藤隼三 木下広次 医院退職者待遇の件

木下 23 1 8 19 伊東洋二郎 木下広次

木下 24 1 1886 ll 5 暮 井上薮 木下広次 坪井正一郎氏横穴古墳説 - 別紙2点有り

木下 24 2 1891 5 27 + 井上薮 木下広次

木下 24 3 1891 6 6 ■ 井上薮 木下広次 転地の件

木下 24 4 1892 7 2 ■ 井上薮 木下広次 助之の件､境野某の件

木下 24 5 1893 3 6 ■ 井上薮 木下広次

木下 24 6 1893 4 6 + 井上薮 木下広次 小中村義象文部秘書官希望 小中村義象書簡添付

木下 24 7 1894 6 14 * 井上薮 木下広次 第三高等学校学科の件

木下 24 8 1 9 井上薮 木下広次 高句麗碑､真弘先生の件

木下 24 9 6 4 井上薮 木下広次 アコラス氏の説 別紙有り

木下 24 10 6 6 井上薮 木下広次 ロスレル氏の件

木下 24 ll 6 15 井上薮 木下広次 中学調査薬の件

木下 24 12 7 18 井上薮 木下広次

木下 24 13 7 22 井上薮 木下広次 大懸案の解決

木下 24 14 7 30 井上薮 木下広次

木下 24 15 8 ll 井上薮 木下広次 講座等級の件 別紙3点有り

木下 24 16 8 27 井上薮 木下広次.木場貞長 朝鮮教育問題の件､高等学校卒業生に学士号授与の件

木下 24 17 ll 20 * 井上薮 木下広次 歴史学校の件

木下 24 18 12 17 井上薮 木下広次 狩猟規則､船舶の国旗保護の件

木下 24 19 22 井上薮 木下広次

木下 24 20 井上薮 木下広次 図書館の件

木下 24 21 井上薮 木下広次 各校長答案の件

-
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 26 1 1901 7 18 今西彦六 木下広次

木下 27 1 1903 12 20 ■ 今村有隣 木下広次 息子新吉の医科大学教授就職についての礼状

木下 28 1 1905 12 23 上野 木下広次 別紙有り

木下 29 1 1909 1 1 上山武熊 木下広次 年始挨拶

木下 30 1 4 18 浮田和民 木下広次 京大に就職希望 別紙履歴書添付

木下 31 1 1901 1 1 宇佐美勝夫 木下広次 年始挨拶

木下 32 1 8 12 内田虎雄 木下広次

木下 32 2 10 1 内田虎雄 木下広次

木下 33 1 1910 7 17 ■ 宇野哲人 木下広次

木下 33 2 9 14 宇野哲人 木下広次

木下 34 1 1900 9 12 ■ 梅謙次郎 木下広次 中島玉吉推薦状

木下 35 1 1893 ll 30 ■ 江木千之 木下広次 山口高等中学校紛擾関係

木下 36 1 5 15 江長城- 木下広次

木下 37 1 1903 ll 8 ■ 大浦兼武 木下広次

木下 37 2 1903 12 6 * 大浦兼武 木下広次

木下 37 3 1906 2 18 ■ 大浦兼武 木下広次

木下 37 4 1906 6 13 辛 大浦兼武 木下広次

木下 37 5 1907 5 21 ■ 大浦兼武 木下広次

木下 37 6 1907 6 23 ■ 大浦兼武 木下広次

木下 37 7 1907 8 4 * 大浦兼武 木下広次

木下 37 8 1908 7 21 * 大浦兼武 木下広次

木下 37 9 1908 9 5 ■ 大浦兼武 木下広次

木下 37 10 1908 10 4 ■ 大浦兼武 木下広次
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資料番号 午 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 38 1 1904 1 1 太田利行 木下広次 年始挨拶

木下 38 2 1909 1 1 太田利行 木下広次 年始挨拶

木下 39 1 6 1 太田蜂三郎 木下広次 菊池議員招待の件

木下 40 1 2 25 大谷光豊 木下広次 案内状

木下 41 1 1909 ll 20 大津麟平 木下広次 台湾先住民来京応接への礼状

木下 42 1 1909 1 1 大津麟平 .中山佐之助 木下広次 年始挨拶

木下 43 1 7 6 大塚商店 木下広次

木下 44 1 ll 24 大西いく 木下広次 大西祝夫人への弔慰金に対する礼状

木下 45 1 1902 8 31 辛 大野蕗- 木下広次

木下 46 1 1904 5 29 ■ 大森治豊 木下広次 福岡医科大学入学選考の件

木下 46 2 1904 6 1 大森治豊 木下広次

木下 46 3 1905 10 9 ■ 大森治豊 木下広次 解剖体収容法案の件 別紙修正案添付

木下 46 4 1906 7 6 辛 大森治豊 木下広次 辞職の件

木下 46 5 5 26 大森治豊 木下広次 高等学校第三部卒業者の三医科大学への分配法改正の件､辞表の件

木下 47 1 3 18 岡虎太郎 木下広次

木下 48 1 5 9 岡倉覚三 木下広次 東京美術学校校友会からの領収書添付

木下 49 1 1909 1 1 岡崎弥平治 木下広次 年始挨拶

木下 50 1 17 岡田朝太郎 木下広次

木下 51 1 1893 ll 23 ■ 岡田良平 井上毅､牧野伸顕､木下広次 山口現地報告

木下 51 2 1893 ll 24 ■ 岡田良平 井上毅､牧野伸顕､木下広次 山口現地報告

木下 51 3 5 23 岡田良平 木下広次 前切れ

木下 51 4 6 20 岡田良平 木下広次 博士学位授与の件

木下 51 5 7 16 岡田良平 木下広次 実業学校講習会講師に吉田彦六郎招請の件

木下 51 6 ll 10 岡田良平 木下広次 法科大学試問規則改正の件

木下 52 1 1898 2 24 ■ 岡松参太郎 木下広次 ベルリンより
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資料番号 年 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 52 2 1898 7 7 ■ 岡松参太郎 木下広次 ハレーより

木下 52 3 1900 12 ■ 岡松参太郎 木下広次 新規則の件

木下 52 4 1906 12 12 ■ 岡松参太郎 木下広次 満鉄理事兼任の件

木下 52 5 同校参太郎 木下広次 匡四郎渡米延期の件

木下 53 1 1901 5 19 ■ 岡村司 木下広次 書籍送付の件､イエナより

木下 53 2 1902 5 19 岡村司 木下広次 帰国予定､ベルリンより

木下 53 3 9 21 岡村司 木下広次

木下 54 1 3 29 小川又次 木下広次 運動会欠席

木下 55 1 8 31 荻昌吉 木下広次

木下 56 1 3 23 奥繁三郎 木下広次 日出新聞寄宿舎問題に関する投書について謝罪の件

木下 57 1 1901 6 15 郷友奨学会幹事奥栄三郎､上野弥一郎､中山親如､南大路弟次郎､池田保之助 木下広次 会議案内状

木下 58 1 9 19 尾田信直 木下広次

木下 59 1 1900 3 20 小田安正 木下広次 貴族院より水道布設費補助金支給への礼

木下 60 1 1899 4 9 辛 織田寓 木下広次 ベルリンより

木下 60 2 1905 9 ll ■ 織田寓 木下広次 戸水事件に関する運動の報告

木下 60 3 1907 1 12 ● 織田寓 木下広次 岡松満鉄理事就任問題

木下 60 4 2 28 織田寓 木下広次

木下 60 5 5 26 織田寓 木下広次 高文試験委員選定､新渡戸招幣の件

木下 60 6 織田寓 木下広次

木下 61 1 1893 4 4 + 落合直文 木下広次

木下 61 2 1898 5 13 ■ 落合渡文 木下広次

木下 61 3 5 16 落合直文 木下広次

木下 61 4 7 25 落合直文 木下広次

木下 62 1 1901 7 4 明治法律学校京都校友会総代小野寛､尾崎保､芋川盛三郎､桑原僧接､山崎秀雄 木下広次 学校創立20周年式典招待状
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資料番号 午 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 63 2 ll 14 小野田元僻 木下広次 中沢誠一郎の件

木下 64 1 1894 8 28 小幡馬次郎 木下広次 野本貞次郎を紹介

木下 65 1 6 19 小原要など6名 木下広次 道場改築の件

木下 66 1 1909 1 1 加賀種ニ 木下広次 年始挨拶

木下 67 1 1904 1 1 柿沢信義 木下広次 年始挨拶

木下 68 1 7 19 寡 木下広次 聴講生として受講希望

木下 69 1 1904 1 31 笠原光輿 木下広次 父の死亡通知

木下 70 1 5 28 同志社社長兼校長片岡健忠仁一 木下広次 就任､卒業式出席 .祝辞依頼

木下 71 1 1902 9 4 ● 勝本勘三郎 木下広次 帰国挨拶

木下 72 1 1891 12 22 ■ 加藤弘之 木下広次

木下 72 2 1894 ll 9 * 加藤弘之 木下広次､永井久一郎

木下 72 3 1 20 加藤弘之 木下広次 字典への協力依頼の件

木下 72 4 5 3 加藤弘之 木下広次

木下 73 1 9 20 香取角太郎 木下広次

木下 74 1 1900 10 21 金沢 木下広次

木下 75 1 6 10 金山尚志 木下広次

木下 76 1 12 19 狩野直喜 木下広次 南海九州の株の件

木下 76 2 26 狩野直音 木下広次

木下 77 1 6 14 嘉納治五郎 木下広次 山路一道就職斡旋依頼の件

木下 77 2 9 1 嘉納治五郎 木下広次 雑誌 F国士』へ寄稿催促の件

木下 78 1 1910 8 2 ■ 鹿子木孟郎 木下広次

木下 79 1 8 23 河上猶十郎 木下広次

木下 80 1 1893 ll 7 ■ 山口高等中学校長河内信戟 木下広次

木下 80 2 1893 ll 24 山口高等中学校長河内信戟 木下広次
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 82 1 1899 10 9 菊池大喪 木下広次

木下 82 2 1910 5 14 菊池大東 木下広次 米大学総長歓迎会招待の件

木下 82 3 4 23 菊池大麓 木下広次 臨幸の件

木下 83 1 12 28 木島桜谷 中山親和 犀風の件 別紙木下広次宛領収書添付

木下 84 1 1908 6 30 辛 北垣国道 木下広次 刀取調の礼

ファイル 12
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 86 1 1905 7 28 木下重三 木下広次

木下 86 2 7 8 木下重三 木下広次 別紙戸籍抄本下付厳､印鑑証明書添付

木下 86 3 7 19 木下重三 木下広次

木下 86 4 9 ll 木下重三 木下広次

木下 86 5 10 9 木下重三 木下広次､お常

木下 87 1 4 19 木下太三郎 木下広次

木下 87 2 5 2 木下太三郎 木下広次 別紙木下久所得金高明細書添付

木下 87 3 1911 9 19 木下太三郎 木下正雄 別紙所得金納入地届添付

木下 88 1 1904 8 1 木下哲三郎 木下広次 別紙有り

木下 88 2 1907 4 24 木下哲三郎 木下広次

木下 88 3 2 17 木下哲三郎 木下広次

木下 89 1 1903 ll 13 木下慶象 木下広次

木下 90 1 1894 4 4 ■ 木部弦雄 木下広次 九州学院､済々糞の件

木下 90 2 1895 3 30 ■ 木部弦雄 木下広次 井上毅追悼､英字専門教師の件
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 90 4 5 23 木部弦雄 木下広次 高等中学を普通大学にする件

木下 90 5 7 2 木部弦雄 木下広次 病気の件､篭城主義､国民教育の主義､松浦の件

木下 90 6 7 12 木部弦雄 木下広次 木下転校､第五高等中学松浦の件

木下 90 7 9 7 木部弦雄 木下広次 F皇清緩解』熊本書籍館移管の件

木下 90 8 ll 29 木部弦雄 木下広次 養母の悔やみ

木下 90 9 12 9 木部弦雄 木下広次 夫人来訪の礼､亜貿易の件

木下 91 1 1907 9 1 辛 木村匡 木下広次 母悔やみ

木下 92 1 6 21 京都美術協会 木下広次 案内状

木下 92 2 ll 15 京都美術協会 木下広次 皇太子結婚につき犀風献上にあたり内覧依頼

木下 93 1 1899 6 9 ■ 清浦杢吾 木下広次 横井時雄を外務省に推薦 別紙有り

木下 93 2 1909 5 19 辛 清浦杢吾 木下広次 池辺義象の件

木下 93 3 2 13 清浦杢吾 木下広次 総選挙候補者木村省吾への支援依頼

木下 93 4 5 1 清浦重苦 木下広次 戦時の経済不振､井上匡四郎への送金の件

木下 93 5 8 25 清浦杢吾 木下広次 富田山寿 .定寿が京大入学､指導依頼の件､清国事変の件

木下 94 1 8 22 清原猛雄 木下広次 礼状

木下 95 1 2 15 草村季彦 木下広次 周旋依頼

木下 96 1 1905 10 3 + 工藤則膳 木下広次 養成部諸規則完成につき生徒収容開始の件

木下 97 1 1889 8 23 ■ 久原身弓弦 木下広次 第-高等学校兼任辞意の件

木下 97 2 1905 9 13 ■ 久原窮弦 木下広次 東大落第生拒否の件 別紙文部省専門学務局長宛文案添付

木下 97 3 1905 9 20 辛 久原身弓弦 木下広次 東大不合格者入学の件 別紙文部次官木場貞長からの書簡添付

木下 97 4 5 25 久原窮弦 木下広次 学習院高等科卒業生入学の件

木下 98 1 21 久保田正継 木下広次 礼状

木下 99 1 25 久保田譲 木下広次 神戸氏の件､学習院生徒引き受けの件

木下 99 2 4 9 久保田譲 木下広次 岡松転任の件
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資料番号 午 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 100 2 1891 12 ■ 久米幹文 木下広次 木下母追悼の和歌

木下 101 1 1900 12 2 栗原唯事 木下広次 就職の件 前切れ

木下 102 1 1901 7 23 文部省総務局建設課長久留正道 木下広次 医化学薬物学教室建築の件

木下 103 1 1907 12 4 ■ 桑木厳巽 木下広次 年始挨拶

木下 104 1 6 24 小泉文一 木下広次 地震見舞い

木下 105 1 5 5 伍賀喜太郎 木下広次 就職斡旋への礼状

木下 106 1 8 2 国分衆太郎 木下広次 アメリカ勤務につき留守宅の件

木下 107 1 9 1 五代龍作 木下広次 第 1回卒業証書授与式案内への礼状遅延の件

木下 108 1 9 9 児玉亮太郎 木下広次 経済学講義の件

木下 109 1 ll 30 小中村清矩 木下広次 作歌供覧の件 別紙2点有り

木下 110 1 1901 6 7 愛媛県越智郡長小松崎吉郎 木下広次 礼状

木下 111 1 1903 1 ll 小松宮家扶 木下広次 小松宮全快の件

木下 111 2 12 1 小松宮家従 木下広次 晩餐会招待の件

木下 112 1 9 20 小松原英太郎 木下広次 浜松中学校長俸給の件

木下 113 1 1907 8 30 ■ 小山健三 木下広次 母悔やみ

木下 114 1 1905 3 22 ■ 西園寺公望 木下広次 祝典欠席

木下 114 2 7 17 西園寺公望 木下広次 全快報知の件

木下 115 1 1903 4 10 斎藤綾子.河原一郎.斎藤常四郎 木下広次 吊詞 .香典への礼 別紙2点有り

木下 116 1 幸倶楽部会計幹事 木下広次 送金催促の件 前切れ

木下 117 1 1904 1 3 坂井英太郎 木下広次 年始挨拶

木下 118 1 1904 1 16 坂井又八 木下広次 年始挨拶

木下 119 1 7 15 坂口元雄 木下広次 鏡雄剣道修行のため上京につき依頼の件

木下 120 1 1904 1 1 坂本家則 木下広次 年始挨拶

木下 121 1 9 6 桜井房記 木下広次 学生成績の件

-
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資料番号 午 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 123 1 1910 8 ■ 佐々木惣一 木下広次 暑中見舞い､ベルリンより

木下 124 1 2 24 佐藤真太郎 木下広次 召集の件

木下 125 1 ll 3 京都府農学校運動会長佐藤代言 木下広次 招待状

木下 126 1 1909 1 1 佐藤友熊 木下広次 年始挨拶

木下 127 1 8 5 佐藤義長 木下広次 古在博士歓迎会の件

木下 128 1 1904 1 1 佐藤六次 木下広次 年始挨拶

木下 129 1 1904 1 1 佐野安麿 木下広次 年始挨拶

木下 130 1 1903 4 15 台南師範学校長沢村勝夫 木下広次 礼状

木下 131 1 9 12 沢村晴夫 木下広次 京大入学希望

木下 131 2 9 29 沢村晴夫 木下広次 京大入学希望

木下 132 1 1902 8 28 ■ 沢村秀雄 木下広次 奨学金依頼の件

木下 133 1 1903 6 22 * 沢柳政太郎 木下広次 文科新設､留学生派遣の件 別紙2点有り

木下 133 2 1905 3 2 ■ 沢柳政太郎 木下広次 堤の件

木下 133 3 1905 10 7 ■ 沢柳政太郎 木下広次 堤推薦の件

木下 133 4 1906 8 22 ■ 沢柳政太郎 木下広次 新渡戸稲造を一高校長に推薦の件

木下 133 5 1906 9 1 辛 沢柳政太郎 木下広次 新渡戸学位の件

木下 133 6 1907 3 28 * 沢柳政太郎 木下広.衣 紀念式皇族臨場の件

木下 133 7 1907 5 24 * 沢柳政太郎 木下広次 辞職取り計らい依頼の件

木下 133 8 1907 7 1 ■ 沢柳政太郎 木下広次 総長退職の件

木下 133 9 1909 12 13 ■ 沢柳政太郎 木下広次 表町の宅売却か照会の件

木下 133 10 9 沢柳政太郎 木下広次 法科規則改正､学長更迭の件

木下 133 ll 20 沢柳政太郎 木下広次 総長退職の件

木下 134 1 12 15 島文次郎 木下広次 書籍代領収書送付の件 別紙受取証添付

木下 134 2 7 7 島文次郎 木下広次 文科大学予算の件
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 136 1 13 下村観山 木下広次 菅公詩作の図の件

木下 137 1 1902 5 20 ■ 末広重雄 木下広次 日英同盟､米英競争の激化､英国の将来等について

木下 137 2 10 22 末広重雄 木下広次 留学来示の件

木下 137 3 10 24 末広重雄 木下広次 留学期間延長希望の件

木下 138 1 1909 1 1 薄定吉 .松村才知 木下広次 年始挨拶

木下 139 1 7 1 大阪府教育会会長砂川雄唆 木下広次 参会礼状

木下 140 1 1 30 曾根荒助 木下広次 母死去の際の吊詞への礼状

木下 141 1 1900 5 18 京都美術協会 会頭高崎親章 木下広次 創立十周年紀念会招待状 別紙挙行順序等添付

木下 142 1 1894 6 17 東京感化院長高瀬真卿 木下広次 感化院慈善会役員協議会案内状

木下 142 2 1898 2 12 東京感化院長高瀬真卿 木下広次 挨拶状

木下 143 1 8 6 高瀬久槌 木下広次 前切れ

木下 144 1 1900 4 5 高根義人 木下広次 就任の礼

木下 144 2 1902 5 6 ♯ 高根義人 木下広次 意見書同封､岡松進退の件 別紙大学制度改正意見書添付

木下 145 1 1907 8 30 ■ 高橋長新 木下広次 母悔やみ

木下 145 2 12 3 高橋長新 木下広次 南海九州鉄道会社株式借用の件

木下 146 1 9 2 田上為吉 木下広次 就職の件

木下 147 1 1901 3 25 高山林次郎 木下広次 留学辞退の件

木下 148 1 ll 22 竹内次夫 木下広次 佐賀県会における工業学校廃止に関する議論の件

木下 149 1 7 3 田島錦治 木下広次 法学博士号受領に関する謝辞

木下 149 2 7 27 田島錦治 木下広次 招待欠席の件

木下 150 1 2 ll 田代律雄 木下広次 見舞い

木下 151 1 10 26 田中勝之丞 木下広次 清水誠吾就職の件

木下 152 1 1904 1 1 田中倍 木下広次 年始挨拶

木下 153 1 7 24 田中□□ 木下広次 息子文雄転校の件

木下 154 1 1897 6 17 * 谷干城 木下広次 海南学校の件
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資料番号 年 月 日 発 信 者 受信者 .内 容 備 考

木下 154 2 1897 7 22 + 谷干城 木下広次 海南学校の件

ファイル13

資料番号 年 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 155 1 6 4 谷口蕃山 木下広次 欠席通知

木下 155 2 9 19 谷口藷山 木下広次 礼状

木下 156 1 1893 ll 14 谷本富 木下広次 山口高等中学校教授辞職､就職依頼の件

木下 156 2 1902 3 10 ■ 谷本富 木下広次 留学の報告､ローマより

木下 156 3 1 30 谷本富 木下広次 上田万年書簡同封 別紙上田万年より谷本宛書簡添付

木下 157 1 7 27 田村初太郎 木下広次 学校奉職の件

木下 158 1 ll 16 近新三郎 木下広次 帰国報告

木下 159 1 1905 8 近重真澄 木下広次 仏留学に際して漢詩

木下 160 1 1 6 堤敬太郎 木下広次 転任依頼

木下 161 1 2 2 角臼善兵衛 木下広次 見舞い

木下 162 1 1902 8 ll 帝国地方行政学会 木下広次

木下 162 2 1909 1 1 帝国地方行政学会 木下広次 年始挨拶

木下 163 1 1909 1 1 寺田祐之 木下広次 年始挨拶

木下 164 1 1 19 天□□成 木下広次 絵画買い上げ依頼の件

木下 165 1 1899 3 22 徳川達孝 木下広次 講演内容校閲の件

木下 166 1 6 8 富岡百錬 木下広次 礼状 別紙有り

木下 167 1 8 8 戸水寛人 木下広次 春木一郎留学延期希望

木下 168 1 8 31 富田真一 木下広次 鎌田辰郎引見依頼の件

木下 169 1 1900 8 20 富田長寿 木下広次 富田定寿 .山寿の指導依頼の件
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資料番号 午 月 日 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 170 2 1 3 鳥海弘毅 木下広次 木下不在中の会長との電報の一覧依頼 別紙有り

木下 170 3 2 21 鳥海弘毅 木下広次 今後の役員組織の件 前切れ

木下 170 4 4 8 鳥海弘毅 木下広次 打ち合わせ開催依頼の件

木下 170 5 5 p26 鳥海弘毅 木下広次 病状報雷

木下 170 6 7 6 鳥海弘毅 木下広次 武徳会に関する小松宮下間の件

木下 170 7 7 3 鳥海弘毅 木下広次.折田彦市 市川よりの電報の件

木下 170 8 9 9 鳥海弘毅 木下広次 創業 10周年記念祭執行順序取調委員人選の件 前切れ

木下 170 9 10 28 鳥海弘毅 木下広次 会合の件

木下 171 1 2 9 中川吾郎 木下広次 礼状

木下 172 1 1910 7 23 ■ 中川元 木下広次 武徳会教頭永田招碑の件につき嘆願

木下 172 2 8 9 中川元 木下広次 近重福子の件

木下 173 1 2 28 中沢岩太 木下広次 帰国挨拶

木下 174 1 5 30 中嶋蓋然 木下広次 礼状

木下 175 1 6 22 中島弘 木下広次 地震見舞い

木下 176 1 5 5 中島 木下広次 礼状

木下 177 1 1908 3 25 住友別子鉱業所中田錦吉 木下広次 挨拶状

木下 178 1 1899 8 9 中西先三郎 木下広次 和歌山県内徳川氏関係書目の件 別紙有り

木下 179 1 1909 1 1 中野有光 木下広次 年始挨拶

木下 180 1 永松木長 木下広次 筆記草稿一覧依頼の件

木下 181 1 1898 5 20 ■ 中部秋香 木下広次 本の謄写費用の件 前切れ

木下 181 2 1898 7 9 ■ 中部秋香 木下広次 小中村家図書の件

木下 181 3 1898 7 ll ■ 中部秋香 木下広次 小中村家蔵書の件

木下 181 4 1898 9 19 ■ 中部秋香 木下広次 図書寮寄贈への礼状

木下 181 5 1899 7 3 ■ 中部秋香 木下広次 図書類寄贈への礼状
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 182 1 1902 10 25 長屋重名 木下広次 著書肥後金工録の件

木下 183 1 8 4 成田定 木下広次 贈晶の件

木下 184 1 8 9 西村捨三 木下広次 息子実三の農科大学教授採用依頼

木下 185 1 1906 9 1 ■ 新渡戸稲造 木下広次 転任決意の件

木下 185 2 ll 2 新渡戸稲造 木下広次 教授就任決意の件

木下 186 1 1907 8 29 二宮達次郎など8名 木下広次.木下久 母悔やみ

木下 187 1 8 1 野田寛 木下広次 学生演武会挙行の件

木下 188 1 12 15 則元可貞 木下広次 招待状

木下 189 1 1909 1 1 萩亮 .佐柳□太 木下広次 年始挨拶

木下 190 1 9 28 長谷川泰 木下広次 寄贈礼状

木下 191 1 1900 ll 12 服部一三 木下広次 兵庫県知事就任挨拶

木下 192 1 1903 ll 30 ● 原田隆外 木下広次 土地売渡につき共有地持ち分の件 別紙2点有り

木下 192 2 10 16 原田隆外 木下広次 土地売渡の件 別紙有り

木下 192 3 1910 3 ll 原田隆外 木下広次 渋江翁親徳碑建設協賛依頼 別紙有り

木下 193 1 1900 5 8 関西教育大会会長桧垣真右 木下広次 招待状

木下 194 1 7 12 福井元次郎 木下広次 卒業生の紹介､学校運営の近況

木下 195 1 6 27 福島良象 木下広次 地震見舞い

木下 196 1 1909 1 1 藤崎鍵次郎 木下広次 年始挨拶

木下 197 1 9 12 武徳会幹事 木下広次 水泳賞の件

木下 197 2 9 16 武徳会事務所 木下広次 山東道場の件

木下 197 3 7 3 武徳会事務所幹事 木下広次 辞令送付の件

木下 197 4 29 武徳会事務所幹事 木下広次 公債利子受取の件

木下 198 1 1902 5 20 船橋政治 木下広次 就職希望

木下 199 1 1910 7 1 ♯ 古市公威 木下広次 渡支のための紹介への礼状
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資料番号 午 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 200 1 3 4 穂積八束 木下広次 井上毅追悼会の件

木下 201 1 2 4 細川護成 木下広次 招待状

木下 202 1 2 28 堀口純吉 木下広次 投票依頼

木下 203 1 8 8 京都市大日本式徳会幹事本間 木下広次 端艇競漕会費支出額取調の件

木下 204 1 1908 6 15 増田乱作 木下広次 礼状

木下 205 1 1894 5 13 松井直吉 木下広次 舎監石川叙勲の件

木下 206 1 8 20 松浦寅三郎 木下広次 面会依頼

木下 206 2 ll 25 松浦寅三郎 木下広次 学制改革案

木下 207 1 9 24 松田義雄 木下広次 近況報告

木下 208 1 9 8 松村勇 木下広次 第-高等学校嘱託解雇の件

木下 209 1 1904 1 1 松本慶次郎 木下広次 年始挨拶

木下 210 1 1909 1 1 馬淵鋭太郎 木下広次 年始挨拶

木下 211 1 12 2 右田 木下広次 前切れ

木下 212 1 1909 1 1 三田政五郎 木下広次 年始挨拶

木下 213 1 1906 9 2 ■ 宮入慶之助 木下広次 福岡医科大学学長事務代理解職の件

木下 214 1 4 28 宮内清彦 木下広次 宮内家家宝の腹巻 .付属品返却依頼

木下 215 1 1903 9 25 ■ 宮内武 木下広次 宮内家家宝の腹巻 .付属品返却依頼

木下 216 1 1909 1 1 宮内季子 木下広次 年始挨拶

木下 217 1 1910 1 ll 華山会長従三位子爵三宅康寧 木下広次 名誉会員就任依頼 別紙3点有り

木下 218 1 1909 1 1 武藤虎太 .武藤かき江 木下広次.夫人 年始挨拶

木下 219 1 1910 4 28 宗像十郎 木下広次 近況報告

木下 220 1 1910 7 23 * 村岡艮粥 .池辺義象 木下広次 如蘭社話継続発刊に付薬告書

木下 221 1 5 15 毛利五郎 木下広次 京都帝国大学防長教育会貸費生決定の件

木下 222 1 21 森春吉 木下広次 前切れ

木下 222 2 23 森春吉 木下広次 前切れ
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 223 1 5 24 守津義作 木下広次 静岡県知事小野田 .警部長矢野会員推薦の件

木下 223 2 9 17 守津義作 木下広次 委員会開催の件

木下 223 3 9 29 守津義作 木下広次 青木会頭の書簡進達

木下 223 4 守津義作 木下広次 常議員岡田透出張の件

木下 224 1 1908 8 19 森山章之丞 木下広次 揮竜の礼状 前切れ

木下 225 1 5 29 山川健次郎 木下広次 森島教授東大出講の件

木下 225 2 6 ll 山川健次郎 木下広次 森島教授の件

木下 226 1 5 30 山口精一 木下広次 徳富猪一郎の紹介で挨拶

木下 227 1 1900 9 5 山城八郡教育会 木下広次 講話記録につき依頼の件

木下 228 1 2 8 山田邦彦 木下広次 テニス会の件

木下 229 1 1902 10 29 山田吉雄 木下広次 欠席届 別紙有り

木下 229 2 6 ll 山田吉雄 木下広次 常議員開設の件

木下 230 1 4 30 山本治兵衛 木下広次 招待辞意の件

木下 231 1 3 5 由利公正 木下広次 横井小柄三十年祭の件

木下 232 1 1904 1 1 吉田潤一 木下広次 年始挨拶

木下 233 1 9 15 西濃連合教育会頭吉村勝治 木下広次 講演依頼

木下 234 1 1900 9 27 ■ 渡辺千秋 木下広次 塩川三四郎の件

木下 234 2 1900 10 28 ■ 渡辺千秋 木下広次 塩川三四郎の件､嗣子千春の件

木下 235 1 1901 4 5 渡辺昇 木下広次 栃木県出張につき状況報告

木下 235 2 1907 3 10 渡辺昇 木下広次 面会依頼

木下 235 3 6 18 渡辺昇 木下広次 木下中越の数点につき返書

木下 236 1 12 6 亘理幸三郎 木下広次 講演への謝辞､講演速記閲覧依頼､F国士j掲載予定報知の件

木下 236 2 12 24 亘理章三郎 木下広次 雑誌 F国士jに講演速記録掲載の件

木下 301 1 9 12 延太郎 木下広次 学校管理上の注意助言依頼の件
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 303 1 8 31 郊次郎 木下広次 前大臣辞職につき所感

木下 304 1 12 定置 木下広次 陸軍省との交渉顕末につき理事会開催報知の件

木下 305 1 2 4 省吾 木下広次 病状見舞い 前切れ

木下 306 1 8 30 新次 木下広次 大日本教育会講習会会員への演述依頼の件

木下 307 1 10 4 徳太郎 木下広次 伊藤隼三に関する相談依頼の件

木下 308 1 1 13 知新 木下広次 常議員会 .新年会の件

木下 308 2 1 31 知新 木下広次 面会可能日時報知依頼の件

木下 308 3 2 13 知新 木下広次 宣戦詔勅に応じ起草文作成に関する常議員私集会経過報告の件

木下 308 4 29 知新 木下広次 翌日訪問の件

木下 309 1 1900 9 10 伝之助 木下広次 礼状

木下 309 2 1901 7 7 伝之助 木下夫妻 礼状

木下 310 1 12 12 尚徳 木下広次 揮竜の礼状

木下 311 1 9 19 半七 木下広次 細川家より金工録序文執筆依頼の件

木下 312 1 7 26 半次郎 木下広次 .質 近況報告 前切れ

木下 312 2 10 2 半次郎 木下広次 自著 F教育学j序文依頼 中島半次郎カ

木下 313 1 9 6 栄彦 木下広次 岡山県転任の件

木下 314 1 12 道治 木下広次 義弟木原岩太郎死去の件

木下 315 1 1904 1 1 嶺八郎 木下広次 年始挨拶

木下 315 2 8 21 嶺八郎 木下広次 写真送付への礼状､梅入朝につき同窓生会合の件

木下 316 1 7 20 莱 木下広次 当地の教育状況の聴取依頼の件 前切れ

木下 317 1 10 25 寧 木下広次 悶巴後金工録』の件

木下 318 1 9 28 長春 木下広次 山口高校退職､住友入社挨拶
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ファイル 14

資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 401 1 1902 2 17 青木周蔵 大浦兼武 地方官招待の件

木下 401 2 1904 8 ll 青木周蔵 黒岩 総裁宮旅費の件 封筒は木下宛

木下 402 1 ll 21 跡部定次郎 岡松参太郎 嘱託手続き依頼の件

木下 403 1 1912 ll 22 ■ 池辺義象 木下正雄.道雄 除幕式後の招待辞退

木下 404 1 2 25 井上薮 木下小吉郎 馬喰鮎伝の件

木下 405 1 1904 7 29 大浦兼武 黒岩 総裁宮臨場の件

木下 406 1 1906 7 6 * 大西克知 石川書記官心得 第三臨床講義室建築の件

木下 407 1 5 31 大原彦兵衛 .木戸勇助 中山 講演への礼状､新聞掲載の件

木下 408 1 1921 12 20 ■ 河上清 常子 礼状､近況報告

木下 408 2 1922 1 20 * 河上清 常子 礼状､近況報告

木下 408 3 1922 4 ll ■ 河上清 常子 礼状､近況報告

木下 408 4 1922 5 6 ■ 河上清 常子 礼状､近況報告

木下 409 1 ll 25 木下熊雄 常子 兄季吉全快の件

木下 410 1 1920 7 16 ■ 木下重三 常子 礼状

木下 410 2 1922 1 2 ■ 木下重三 常子 年始挨拶

木下 410 3 ll 1 木下重三 常子 礼状

木下 410 4 1924 ll ll ■ 木下重三 常子 近況報告

木下 411 1 10 20 木下忠信 守津義作 和歌山県 .広島県委員長宛副会長添書交付取計の件

木下 412 1 1919 4 25 木下弥八郎 常子 近況報告

木下 413 1 5 31 木村邦舟 井上薮 大津事件所感､第五高等中学校長に木下推薦の件

木下 414 1 1893 ll 30 白根専一 井上薮 山口高等中学校処分に関する防長私立教育会議決の件

木下 414 2 1893 ◆ 白根専一 井上薮 校長幹事の進退に関し私立教育会への諮問を条件とする件

木下 415 1 1897 7 7 書 帝国図書館長田中稲城 文部次官都築響六 敬宇文庫の件
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資料番号 年 月 冒 発 信 者 受信者 内 容 備 考

木下 417 1 7 10 鳥海弘毅 山田邦彦 皇太子行啓請願の件

木下 418 1 12 23 西村二平 島文次郎 地図犀風購入依頼

木下 419 1 1901 2 23 ■ 伴宜 山田邦彦 武徳会琵琶湖競漕会の件

木下 420 1 9 25 蔵之助 浜尾新 塩川三四郎の件

木下 421 1 1 25 正直 質 舞子別荘勧誘の件

木下 422 1 5 24 無清子 木下夫人 慈善音楽会の件

木下 501 1 4 12 木下広次 山田邦彦清国派遣の件

木下 501 2 5 22 藤本充安 木下広次 京都転任挨拶

木下 501 3 8 8 清西勉 木下広次 生徒武徳会出張の件

木下 501 4 8 9 木下広次 長岡よりの依託品送付､古跡調査会の件

木下 501 5 9 3 成二郎 木下広次 京都帝国大学法科大学入学希望の件

木下 501 6 10 1 観次郎 木下広次 着任につき昇 と打ち合わせ､出講に関する本省の意向の件

木下 501 7 10 8 恭二郎 木下広次 前切れ

木下 501 8 ll 26 西館 木下広次 大館中学校辞表の件

木下 501 9 木下広次 手紙片 4枚

木下 501 10 28 のふ 質

木下 501 ll 26 錦野七蔵 山田空雄 岸出郷の件

木下 501 12 5 13 仁野村久蔵 重三 相続に関する打ち合わせの件 別紙 2点有 り

木下 501 13 手紙草稿

木下 501 14 叔父への礼状

木下 501 15 台湾無事着任の件

木下 501 16 手紙片 1枚

木下 501 17 下書きカ
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